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平成２８年１２月三種町議会定例会会議録 

 平成２８年１２月１４日三種町議会を三種町議会議場に招集した。 

 

一、出席した議員は、次のとおりである。 

     １番  大 澤 和 雄    ２番  宮 田 幹 保 

     ３番  安 藤 賢 藏    ４番  三 浦   敦 

     ５番  清 水 欣 也    ６番  工 藤 秀 明 

     ７番  高 橋   満    ８番   

    １０番  小 澤 高 道   １１番  成 田 光 一 

   １２番  加 藤 彦次郎   １３番  後 藤 栄美子 
   １４番  堺 谷 直 樹   １５番  伊 藤 千 作 

   １６番  平 賀   真   １７番  児 玉 信 長 

   １８番  金 子 芳 継 

 

一、欠席した議員は、次のとおりである。 
     ９番  鈴 木 一 幸 

 

一、遅参した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、早退した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、地方自治法第１２１条の規定により、説明員として出席を求めた者並びに委任を受

け出席した者は、次のとおりである。 

 

町 長  三 浦 正 隆  副 町 長  髙 堂 弘 道

教 育 長  鎌 田 義 人  総 務 課 長  木 村 信 悦

企 画 政 策 課 長  相 原 信 孝  税 務 課 長  児 玉 直 久

町 民 生 活 課 長  川 村 義 之  福 祉 課 長  加 藤 正 美

健 康 推 進 課 長  青 山 勇 人  農 林 課 長  眞 川 信 一

商工観光交流課長  伊 藤 祐 光  建 設 課 長  高 橋 善 浩

上 下 水 道 課 長  近 藤  仁  琴 丘 総 合 支 所 長  高 橋  泉

山 本 総 合 支 所 長  山 田 幸 樹  会 計 課 長  岡 部  衛

教 育 次 長  畠 山 広 栄  代 表 監 査 委 員  門 間 芳 継

農業委員会事務局長  信 太 清 勝     

 

一、本会議の書記及び職務のため出席した職員は、次のとおりである。 

議 会 事 務 局 長  腰 丸  豊  議会事務局長補佐  平 澤 仁 美

議 会 事 務 局 主 査  池 内 和 人     
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一、議事日程 

 平成２８年１２月１４日（水） 

  日程第１  会議録署名議員の指名 

  日程第２  会期の決定 

  日程第３  議長の諸報告 

  日程第４  町長の行政報告 

  日程第５  産業建設常任委員会委員長報告（所管事務調査） 

  日程第６  請願・陳情等常任委員会付託 

  日程第７  議案の上程   承認第１０号～諮問第２号 

                （提案理由の説明・町長） 

  日程第８  一般質問 

 

 平成２８年１２月１５日（木） 

  日程第８  一般質問 

 

 平成２８年１２月１６日（金） 

  日程第９  承認第１０号  専決処分の承認を求めることについて（平成２８年 

                度三種町一般会計補正予算） 

  日程第１０ 議案第１１８号 三種町一般職の職員の給与に関する条例等の一部改 
                正について 

  日程第１１ 議案第１１９号 三種町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に 

                関する条例の一部改正について 
  日程第１２ 議案第１２０号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を 

                改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する 
                条例の一部改正について 

  日程第１３ 議案第１２１号 三種町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する 
                条例の一部改正について 

  日程第１４ 議案第１２２号 三種町職員の育児休業等に関する条例及び三種町職 
                員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正につ 

                いて 
  日程第１５ 議案第１２３号 三種町町税条例の一部改正について 

  日程第１６ 議案第１２４号 三種町国民健康保険税条例の一部改正について 

  日程第１７ 議案第１２５号 工事請負契約の一部変更について（スカルパ野球場 
                改修工事（建築工事）） 
  日程第１８ 議案第１２６号 工事請負契約の一部変更について（スカルパ野球場 

                改修工事（電気設備工事）） 
  日程第１９ 議案第１２７号 指定管理者の指定について（サンバリオ） 

  日程第２０ 議案第１２８号 指定管理者の指定について（はねがわ湖水館・キャ 
                ンプ場） 
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  日程第２１ 議案第１２９号 指定管理者の指定について（パレス琴丘） 

  日程第２２ 議案第１３０号 指定管理者の指定について（ぼうじゅ館・コテー 
                ジ） 

  日程第２３ 議案第１３１号 指定管理者の指定について（ゆうぱる） 
  日程第２４ 議案第１３２号 平成２８年度三種町農業集落排水事業特別会計への 
                繰入について 

  日程第２５ 議案第１３３号 平成２８年度三種町一般会計予算の補正について 
  日程第２６ 議案第１３４号 平成２８年度三種町国民健康保険事業勘定特別会計 
                予算の補正について 

  日程第２７ 議案第１３５号 平成２８年度三種町後期高齢者医療特別会計予算の 
                補正について 

  日程第２８ 議案第１３６号 平成２８年度三種町公共下水道事業特別会計予算の 

                補正について 

  日程第２９ 議案第１３７号 平成２８年度三種町農業集落排水事業特別会計予算 

                の補正について 
  日程第３０ 議案第１３８号 平成２８年度三種町介護保険事業勘定特別会計予算 

                の補正について 
  日程第３１ 議案第１３９号 平成２８年度三種町衛生処理事業特別会計予算の補 

                正について 

  日程第３２ 議案第１４０号 平成２８年度三種町水道事業会計予算の補正につい 
                て 

  日程第３３ 諮問第１号   人権擁護委員候補者の推薦について 

  日程第３４ 諮問第２号   人権擁護委員候補者の推薦について 
  日程第３５ 請願・陳情委員長報告、審議処理 

  日程第３６ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の件 
  日程第３７ 議会広報編集特別委員会の閉会中の継続調査の件 

 

一、本日の会議に付した事件 

 日程に同じ 

 

議長 金子芳継は、平成２８年１２月１４日、出席議員が定足数に達したので、本会議

を開会する旨宣告した。（午前１０時０１分 開会） 

 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 ただいまから、平成２８年１２月三種町議会定例会を開会いたします。 
 ただいまの出席議員数は１６名であり、定足数に達しております。 

 なお、鈴木一幸議員からは欠席届が出されております。 
 本日の会議を開きます。 

 書記には腰丸君を任命します。 
 説明員として、町長、教育長及び代表監査委員の出席を求めております。 
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 日程第１．会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員には、会議規則第１２４条の規定により１０番、小澤高道

議員、１１番、成田光一議員を指名いたします。 

 日程第２．会期決定の件についてお諮りいたします。 
 その前に、議会運営委員会が開かれておりますので、議会運営委員長より

本定例会の会期について報告を求めます。議会運営委員長。 

議会運営

委員長 
（ 宮田幹保 ） 

 平成２８年１２月三種町議会定例会に当たり、１２月８日、議会運営委員

会を開催し協議いたしましたので、その結果についてご報告いたします。 

 本日皆様のお手元に議事日程表を配付しております。本定例会の会期は１

２月１４日から１６日までの３日間としております。審議案件は、承認１

件、議案２３件、諮問２件となっております。 

 議員各位の慎重かつ円滑なご審議をお願い申し上げまして、報告といたし

ます。 

 以上。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ただいまの委員長報告のとおり、本定例会の会期は本日１２月１４日から

１２月１６日までの３日間としたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、会期は本日から１６日までの３日間

と決定しました。 

 日程第３．諸般の報告をいたします。 

 石井秀基議員は、去る１１月１１日逝去されました。ここに慎んでご報告

を申し上げます。 

 ８月から１０月までの例月出納検査の報告については、皆様へ事前に配付

したとおりでございます。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 日程第４．町長より行政報告を求めます。町長。 

町  長 （ 三浦正隆 ） 

 おはようございます。 

 １２月議会定例会の開会に当たりまして、９月定例議会以降の町の動きな

ど申し上げ、議員各位並びに町民各位の一層のご理解とご協力を賜りたいと

存じます。 
 それでは、総務課関係から順次ご報告申し上げます。 

 初めに、三種町下水道使用料の賦課漏れにかかわる不適正な事務処理にか

かわる関係職員の処分について申し上げます。 

 今回の不適正な事務処理につきましては、一部新規下水道使用者の方々

に、遡及して使用料を賦課し、分割納付を依頼するなど、大きな負担とご迷
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惑をおかけしたことから、去る１２月７日付で、本件の責任を問い、上下水

道課主事を戒告処分に、管理監督責任として、直属の上司２名を文書厳重注

意に、関係管理監督職員２名を口頭厳重注意としたところでございます。 

 なお、この事案を踏まえて、下水道使用料賦課事務の確認体制を強化する

とともに、全職員に対し三種町コンプライアンス行動指針及びマニュアルに

基づく適正な事務執行を徹底したところであります。 

 このたびの賦課漏れとなった下水道使用者の方々には大変ご迷惑とご負担

をおかけしたことを深くおわび申し上げますとともに、今後二度とこのよう

な事案が発生しないよう取り組みを強化してまいります。 

 次に、三種町誕生１０周年記念式典について申し上げます。 
 今年は、平成１８年３月に合併してから１０周年の節目の年に当たること

から、１０月１５日に山本ふるさと文化館におきまして、三種町誕生１０周

年記念式典を挙行いたしました。 

 式典には、来賓を初め各団体等の代表者、町関係者など多数の方々からご

臨席を賜り、町誕生１０周年を祝い、さらなる町勢の発展に意を新たにした

ところでございます。また、これまでさまざまな分野で町の発展に貢献され

てこられた３９名の方々の表彰と１２の団体・個人の方へ感謝状の贈呈をい

たしております。受賞されました皆様には、改めてお祝い申し上げますとと

もに、今後も本町発展のため引き続きご尽力を賜りますようよろしくお願い

申し上げます。 
 式典では、さらに、本町の四季折々の美しい風景を記録した「空の記憶」

と多くの町民の皆様の笑顔が輝く「このまちで」の２本の記念映像を披露

し、最後には「コールつちぶえ」の皆さんと参加者全員で町民歌を斉唱し、

和やかに式典の幕を閉じております。 

 次に、平成２９年度当初予算編成方針について申し上げます。 
 まず、景気の動向については、内閣府がまとめた月例経済報告では、「景

気は、このところ弱さも見られるが、緩やかな回復基調が続いている」と

し、先行きについても、雇用・所得環境の改善が続く中で、各種施策の効果

もあって「緩やかに回復していくことが期待される」としています。 
 このような中、国では、平成２９年度予算要求において、「経済財政運営

と改革の基本方針２０１６」で示された「経済・財政再生計画」の枠組みの

もと、手を緩めることなく本格的な歳出改革に取り組むとし、施策の優先順

位を洗い直し、無駄を徹底して排除しつつ予算の中身を大胆に重点化するこ

ととしております。 
 一方、地方財政をめぐる動向に関しては、地方一般財源総額について、平

成２８年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保する

との方針が示されているものの、「経済・財政再生計画」を踏まえると、地

方交付税の縮小が懸念されます。 

 本町の財政状況について見ますと、厳しい財政状況に対応し効率的で効果

的な自治を目指すため、「行財政改革推進計画」を実施したことや国の地方
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財政対策による地方交付税等の増額により、各種財政指標も改善してきてお

り、現時点では健全な財政状況にあるものと認識しております。 
 しかしながら、長期財政見通しでは、地方交付税の合併特例加算が終了す

る平成３３年度までの累積収支は、約１７億７，０００万円程度の不足が見

込まれることから、「行財政改革大綱」の着実な実施による安定的な財政基

盤の確立が必要となっています。 

 平成２９年度の当初予算は、通年型予算として編成し、人口減少と地域経

済縮小を克服する「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、第１に住

民生活環境施設の整備、第２に雇用対策推進事業の継続、第３に地域特性を

活かした産業振興対策、第４に暮らしの安心確保対策、以上の４分野を重点

事業として位置づけながら取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、職員採用試験の結果について申し上げます。 

 第２次試験は、第１次試験合格者１３名を対象に、１０月２７日に論作文

試験、適応性検査及び面接による口述試験を実施しております。大学卒一般

行政が４名、高校卒一般行政が２名、高校卒保育士が３名、合計９名を最終

合格者として決定し、平成２９年度職員採用候補者名簿へ登載しておりま

す。 
 続きまして、企画政策課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、第１１回三種町町民祭について申し上げます。 

 今年度は、１０月２２日と２３日の２日間にわたり、「町民祭 みたねの

いいね みつけたよ」をテーマに琴丘総合体育館で開催いたしました。 

 産業部門では、町内企業やボランティア団体、町おこし団体、クアオルト

研究会など、さまざまな団体の活動紹介や試食・試飲なども行われ、来場者

を楽しませてくれました。 

 また、ステージでは、町内中学校合同の吹奏楽演奏、八竜地域園児の発

表、「それいけ！アンパンマンショー」、芸術文化協会加盟団体などの発表

が行なわれたほか、フリーアナウンサーの上野泰夫さんの講話や落語家・三

遊亭小遊三さんの講演などが行われました。 

 屋外では、農産物直売所等による出店、建築労働組合の包丁研ぎや餅ま

き、消防車両展示、ふるまいコーナー、釣り堀、チェンソーアートなどが人

気を集めていました。 
 町民祭の期間中は、天候にも恵まれ、４，５００人の来場者でにぎわいま

した。これもひとえに関係団体並びに町民各位のご協力のおかげであり、心

より感謝申し上げる次第であります。 
 次に、東京みたね会について申し上げます。 
 東京みたね会は、１１月１３日上野精養軒を会場に総会並びに懇親会を開

催し、会員・来賓を合わせて、これまで最多の３３０名ほどの出席者で、１

年に一度のふるさと会を盛大に開催したところでございます。 

 総会では、平成２７年度事業報告や決算、平成２８年度事業計画や予算案

が承認され、恒例となっております橋本五郎さんの講演は「どうなる？日本
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の政治」と題して行われました。 

 交流会・懇親会では、久しぶりに顔を合わせた会員同士がじゅんさいだま

こ鍋に舌鼓を打ちながらふるさと談義に花を咲かせており、雰囲気が和むに

つれ、テーブルごと、出身地区ごとの写真撮影会となり、最後は出席者全員

で「ふるさと」を合唱し、大変にぎやかなふるさと会となりました。 
 次に、北海道みたね会について申し上げます。 

 北海道みたね会は、１１月２０日に札幌市のアサヒビール園ピルゼンを会

場に総会・交流会を開催いたしました。当日は、会員・来賓合わせて３８名

出席のもと、今後の町への協力や会員相互の交流を行っていくこと、若い人

たちの加入促進を盛り込んだ事業計画と予算案が承認され、役員改選では、

鵜川地区出身の泉 冨美男さんが新会長に選任されました。 

 交流会では、お互いの近況やふるさとの話題で盛り上がり、出席者全員で

「ふるさと」を合唱し、最後に来年の再会を誓い合いながら万歳三唱で会を

閉じました。 

 町といたしましては、両ふるさと会がますます発展されるよう、また、ふ

るさと会の活動が少しでも町の活性化につながるよう、お互いに連携・協力

してまいりたいと考えております。 
 次に、クアオルト推進事業について申し上げます。 

 ６月９日のゆめろんのリニューアルオープンに伴い新設された１階のクア

オルト浴室では、利用講習と温泉浴運動教室を毎月定期的に開催しており、

１０月末までの講習、教室利用者は延１９５名、その他の一般利用者は延べ

５８１名の利用となっております。 

 また、７月３０日のグランドオープンに合わせて新設しました２階のクア

オルト運動室でも利用講習と運動教室を毎月定期的に開催しており、１０月

末までの講習、教室利用者は延べ８３名、その他の一般利用者は延べ１２５

名の利用となっております。 

 １０月１０日の体育の日には、森岳温泉石倉山コースにおいてクアオルト

コース認定記念ウオーキングを開催しております。当日は、１００名ほどの

参加者が３班に分かれ、クアオルトガイドの案内のもとウオーキングを行い

ました。参加者にはクアオルト研究会による「じゅんさい汁」の振る舞いも

行われるなど、大変にぎやかな記念ウオーキングとなりました。 
 また、クアオルト健康食メニュー開発につきましては、クアオルト研究会

が中心となり山本地域振興局や協力事業者などで構成するクアオルト健康食

検討委員会が９月２３日に設立され、同日開催された第１回目の会合におい

てクアオルト健康食の要件について協議され、「カロリー５００から６，０

００キロカロリー」、「塩分３グラム以下」、「地元産食材を３品以上」な

どの要件が設定されたところでございます。今後は、この要件を満たしたメ

ニュー開発のため、試食会を重ねながら、より完成度の高い健康食メニュー

を目指してまいります。 
 次に、ふるさと納税について申し上げます。 
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 １０月末現在で約２，１００件、金額にしまして約２，８００万円となっ

ております。 
 全県の市町村別で見ますと件数では４番目、金額では７番目となっており

ます。今後も順調に推移することが見込まれるため、今定例会に、関連補正

予算を計上しておりますので、よろしくご審議くださいますようお願い申し

上げます。 

 次に、「三種町総合計画」策定について申し上げます。 
 町では、合併の翌年の平成１９年度から平成２８年度までの１０年間、

「三種町基本計画」に基づき「豊かな自然と大地の恵み、心ふれあう協働の

まち」を目指してまいりました。その間、町民の一体感の醸成はなされたも

のの、農業の先行きの不透明さや地元雇用の場の減少などから、若者の流出

を食いとめられず、人口減少、少子高齢化によるさまざまな課題が山積して

おります。 

 これらの課題解決のため、平成２９年度からの指針となる新たな「三種町

総合計画」を今年度内に策定することとしており、その第１回目を１１月７

日に開催したところでございます。 

 今後、町民の皆様へのアンケート調査を実施するとともに作業部会や専門

部会を重ね、３月定例会前には議員各位にご説明申し上げ、ご意見、ご提言

をいただきながら策定してまいりたいと考えております。 

 続きまして、町民生活課関係についてご報告申し上げます。 
 初めに、去る１０月８日の豪雨災害について申し上げます。 

 当日の秋田県内は、前線を伴った低気圧の影響で午後３時過ぎから夜にか

けて激しい雨に見舞われ、三種川流域では累加雨量１５５ミリを記録し、三

種川及び鵜川川が増水・氾濫したため、その流末排水となる道路側溝等が排

水不良となり被害が拡大したもので、町内全域での被害となっております。 
 本町では、８日午後５時に三種町災害対策警戒部を、そして午後６時には

災害対策本部を設置し、三種町消防団を初め建設業協会等と連絡を取りなが

ら対策を講じ、あわせて直ちに避難所の開設と避難物資の搬入を行うなど、

災害対策に対応したところでございます。 
 建物被害については、住家の床上浸水が８件と下水道の逆流による被害３

件を含めまして１１件、床下浸水が２３件、非住家の浸水被害が３２件であ

りました。 

 特に被害が大きかったのは、牛沢地区で民家の裏山から大量の土砂と水が

流れ込み、一時は大変危険な状態でありましたが、町道に堆積した土砂等の

撤去を初め、三種消防署及び地元消防団、建設業協会、地域住民、町職員に

よる懸命な作業により、被害を最小限に抑えることができました。また、雨

が断続的に降ることが予想されたため、二次災害のおそれがありましたの

で、牛沢地区１０世帯、２２人を山本総合支所に避難するよう指示をしたと

ころであります。 
 また、河川の増水・氾濫に伴う避難指示は、午後６時に下岩川地区全域
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に、午後１０時には森岳の大町・林崎地区に、午後１１時１５分には川尻・

久米岡地区の３地域１，１９０世帯、３，０７０人に避難指示を発令し、避

難所５カ所に４６世帯、６９人が避難しております。 

 今回の災害罹災者への町の見舞金については、床上浸水家屋には１０万

円、床下浸水家屋には５万円が支給され、秋田県からも現に住所を有する家

屋に対しまして、床上浸水の方には２０万円が支給されております。 

 今回の水害被害に遭われた皆様に心からお見舞い申し上げますとともに、

引き続き町民の皆様のとうとい生命、財産を守るため、自然災害の対応に万

全な体制で取り組んでまいりたいと存じます。 

 次に、防災行政無線について申し上げます。 
 ９月１２日付で請負契約を締結しました防災行政無線施設整備工事につき

ましては、総務省東北総合通信局より、新しい無線用周波数の割り当てを受

け、現在送信受信機の製作に取りかかっております。 

 屋外子局につきましては、本年度設置予定の２６カ所について場所の確認

を終了したところであり、今後は、各自治会の同意を得ながら設置作業を進

めてまいります。 

 続きまして、福祉課関係についてご報告申し上げます。 
 初めに、長寿祝金の贈呈について申し上げます。 

 去る９月２０日、特別養護老人ホーム美幸苑に入所されている三浦トミエ

様が１００歳を迎えられたことから、長寿祝金を贈呈させていただきまし

た。三浦様におかれましては、施設内での移動の際には車椅子を利用されて

おりますが、ふだんの食事も残さず食べておられるなど、とてもお元気なご

様子でした。今後ともますますのご健康とご長寿をご祈念申し上げる次第で

あります。 

 次に、敬老式について申し上げます。 
 去る１０月１３日に八竜体育館で開催いたしました。当日は、数え年７０

歳の初敬老を迎えられた方々を初め、節目となられた各地区の皆さんが一堂

に会し、お互いの長寿をお祝いしながら交流を深めたところであります。 

 本年は、数え年７０歳の古希を迎えられた初敬老の方が３８２名、７７歳

の喜寿を迎えられた方が２５６名、８０歳の傘寿を迎えられた方が２５０

名、８８歳の米寿を迎えられた方が１５３名、９０歳の卒寿を迎えられた方

が１４８名、９５歳を迎えられた方が３３名、１００歳以上の方が２７名の

合わせて１，２４９名の方々と、金婚式を迎えられました１５組の皆様にご

案内申し上げたところでございます。当日は、穏やかな天候のもと、１７９

名の皆様からご参加をいただき、盛会裡に開催することができたところであ

ります。 

 議員各位におかれましては、ご多忙の中をご臨席賜わり御礼を申し上げま

すとともに、敬老者各位のご健康とますますのご長寿、さらなるご活躍をご

祈念申し上げたいと存じます。 
 次に、山本地域内の保育園の統合について申し上げます。 
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 保育環境の強化のためには一定数の保育士の配置が必要であることや園児

数の減少等により保育園の運営に懸念が生じていることから、下岩川保育園

の森岳保育園への統合について、平成２９年度の統合を目指すこととしてお

りました。しかしながら、１１月に町内小中学校の今後のあり方について協

議をする「学校再編検討委員会」が設置され、来年の３月までには再編を含

めた方向性を示すこととなっております。 

 このようなことから、保育園の統合については学校や地域との関わりや保

護者等関係者のご意見をしんしゃくしつつ、学校再編方針を見据えた上で再

度検討することといたしました。今後の園児数の動向なども注視しながら、

子供の健全な育成のため充実した保育の実施に向け鋭意取り組んでまいりた

いと存じますので、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

 次に、臨時福祉給付金について申し上げます。 

 国の施策として、低所得者への現金給付による消費の底上げを図ることを

目的とした経済対策の一環として、１人１万５，０００円を支給するもので

あります。 
 本町においては対象者４，５００人、総額で６，７５０万円を見込んでお

り、来年３月の第１回目の支給に向け今後準備を進めることとしておりま

す。今定例会に事務費を含めた関係補正予算を計上しておりますので、よろ

しくご審議くださるようお願い申し上げます。 

 続きまして、健康推進課関係についてご報告申し上げます。 
 初めに、平成２８年度国保会計の医療費支出状況について申し上げます。 

 １１月末現在、医療給付費は９億５，６１６万円と、昨年の同期に比べ、

１，４４１万円の減、率にして１．５％の減となっております。被保険者数

が昨年度に比べ４．２％少なくなっているため、被保険者１人当たりでは、

医療給付費は２．９％の増加となっております。医療給付費のうち高額療養

費の伸びが２．５％、１人当たりに直しますと７．０％と大きくなっており

ます。年齢では６５歳から６９歳における入院費用の増大が顕著となってい

ることから、早い年代からの健康づくり、生活習慣改善を重視した施策に努

めてまいりたいと存じます。 
 次に、がん検診のコールリコール事業について申し上げます。 

 この事業は、４０歳など節目の年を迎える方に配付しているがん検診クー

ポン券の未受診者１，２７５名に対し電話での受診勧奨を行うもので、１０

月１７日から５日間、県の保健事業団に委託して実施しております。その結

果、５６８名の方からは日曜がん検診や職場健診等での受診報告を受けてお

りますので、まだ受診されていない方については年度内に医療機関での受診

を勧めてまいります。 

 次に、自殺予防対策について申し上げます。 
 ＮＰＯ法人蜘蛛の糸の協力を得ながら、今年度も暮らしや心に関する相談

会、「心のあたたかさ・命のすばらしさ」の標語募集と町民祭でのフォーラ

ム開催を実施しております。また、ボランティア３団体の毎月５カ所でのサ
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ロンを支援し、１１月、１２月には「心のふれあい相談員」養成講座を開催

しております。小中学生を対象とする「いのちの大切さ講座」は、９月に２

校、１１月、１２月に各１校、合わせて４校で行っております。 

 今年の三種町の自殺者数は現在３人となっており、このまま１２月末を迎

えると昨年よりも１人減となり、把握する平成１０年以降では最も少ない人

数となります。自殺者ゼロを目指し、支え合う地域づくりを一層推進してま

いりたいと存じます。 
 続きまして、農林課関係についてご報告申し上げます。 
 初めに、１０月８日に発生した豪雨災害の被害状況について申し上げま

す。 
 農地や農業用施設の被害については、農地で２６カ所、面積にして２５.３

ヘクタール、農業用水路１０カ所、農道が３カ所、ため池が１１カ所、合計

で５０カ所となっており、被害額は３億１，９５０万円となっております。

そのうち、国の災害査定を受けた２３件の被害額１億７０６万４，０００円

及び単独事業の１６件４，２５０万円については、今定例会に関係補正予算

を計上しておりますので、よろしくご審議くださるようお願い申し上げま

す。 
 次に、林道災害ですが、琴丘及び山本地域の４路線６カ所の災害が発生し

ております。そのうち、国の災害査定を受けた羽根川支１号線、鹿渡渉線の

２カ所の被害額が合わせて１，３４０万円となっております。 
 また、国の災害申請基準に満たない小規模林道災害が砂子沢線など４路線

の４カ所であり、被害額は合わせて２４０万円となっております。 

 また、今回の災害による冠水や土砂流入等の農作物の被害は、水稲が７カ

所、大豆が５カ所、ソバが１カ所の計１３カ所で、被害額は約１８０万円と

なっております。 
 次に、平成２９年度の米生産数量目標について申し上げます。 

 国では、平成２８年１１月２８日に平成２９年産主食用米の生産数量目標

を各県に示したところであります。秋田県には昨年より１．１％減で８年連

続の減少配分が行なわれ、各市町村への生産数量目標の配分は今月下旬をめ

どとしております。国が関与する主食用米の生産数量目標配分は平成２９年

産で最終年となりますが、目まぐるしく変化する農政事情にあわせ、平成３

０年からの農政改革やＴＰＰ交渉など農業情勢を注視しながら、国・県から

の情報をもとに関係機関と連携を図り対応してまいります。 

 次に、９月定例会でご報告しました有限会社アストン秋田が旧秋田ファー

ム跡地を整備して豚舎を建設する計画について申し上げます。 
 ９月２６日に悪臭で悩まされていた浜田地区の自治会役員と町、企業との

意見交換を実施し、１０月１３日には浜口自治会役員１５名並びに久米岡、

釜谷、大谷地、大曲自治会長７名による農場視察を実施したところでありま

す。 
 住民説明会を開催したところ、１２月８日の鵜川地区からは４人、９日の
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浜口地区からは２５人が出席し、さまざまな意見が出されておりましたが、

悪臭に対する環境への配慮を建設関係者から説明していただいたところであ

ります。 

 今後とも、町民の皆様からのご意見等については、アストン秋田関係者と

農林課並びに町民生活課の三者による連携と協議を重ね、建設スケジュール

に合わせて対応してまいりたいと考えております。 

 次に、農地中間管理事業について申し上げます。 
 農地の集積と農作業の効率化を図りながら円滑な農地中間管理事業を進め

ていくため、今年度も４月から町内８地区ごとに農地の借り受け希望と貸付

希望の受付を実施しております。１１月末までの受付状況は、借り受け希望

が６９の農家及び団体等で面積は７１３．８ヘクタール、貸付希望農家は３

４戸で面積は５３．１ヘクタールとなっております。 

 なお、現在のマッチングによる契約状況は２２件で筆数が３１９、面積が

３３．６ヘクタールとなっております。 

 次に、芦崎地区ほ場整備事業について申し上げます。 
 今年度は面整地仕上げ工１２．７ヘクタール及び道路横断排水路工１カ所

を完了し、現在、揚水機の製作等関連工事及び農地のかさ上げに要する土砂

の運搬を行っております。 

 次に、農地の区画拡大や暗渠排水などの定額助成について申し上げます。 

 農業基盤整備促進事業と農地耕作条件改善事業は、年度途中に大幅な改正

が行われたことから、過年度から申し込みをしている農家を対象に制度改正

の説明と申し込み確認作業を進めているところであります。 

 次に、多面的機能支払交付金事業について申し上げます。 
 ４９組織の中間経理検査を行い、農地・農業用施設の維持管理や軽微な補

修など、計画的に活動が展開されております。 
 なお、今年度最終交付金は、交付金の１割に当たる１，７００万円を１２

月下旬、活動組織に支払いする予定であります。 
 次に、林務関係について申し上げます。 

 ナラ枯れ被害対策につきましては、近年、県内で被害が拡大していること

から、本町での被害状況を調査したところ、琴丘地域において１６本の被害

木が確認され、うち１３本を伐倒駆除による処理を実施しております。ナラ

枯れ被害の拡大は、被害発生後３年をピークに広がり、５年ないし６年で収

束すると言われていることから、駆除が困難な場所にある今回処理できなか

った被害木につきましては、今後も引き続き被害の状況を注視しながら対応

してまいります。 
 次に、松くい虫被害対策につきましては、１１月上旬から下旬にかけて秋

季被害木調査を実施した結果を受け、夏枯れ木約６，３００本、材積にして 
約２，６００立米の伐倒等の駆除処理を行う予定となっております。伐倒駆

除地域においては、特に八竜地域の海岸部で被害の終息化が見えないほか、

森岳地区の石倉山公園、鹿渡地区のことおか中央公園付近などの内陸部でも
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被害が蔓延している状況であります。 

 松くい虫対策は、７月から１０月に変色した被害木、いわゆる夏枯れと言

われるものでありますが、この夏枯れの被害木にマツノマダラカミキリ虫が

産卵していることから、これを確実に処理できるかが大きく作用していると

言われており、今後も秋田県と連携を図りながら松林を守る防除を最優先と

し、適切な処理を行ってまいります。 

 続きまして、商工観光交流課関係についてご報告申し上げます。 
 初めに、台湾南投県政府文化局と三種町との友好交流覚書の調印式につい

て申し上げます。 

 ９月２９日砂丘温泉ゆめろんで開催されました調印式には、南投県政府文

化局長林 榮森氏ほか、文化局職員３名の方々と三種町台湾交流事業で台湾

において協力していただいております、台湾実業家、王 武雄氏夫妻からも

参加していただきました。この調印式を一つの節目として、今後も三種町と

台湾南投県との交流を推進し、三種町の活性化を進めてまいりたいと存じま

すので、議員各位のご理解とご協力をお願い申し上げます。 
 次に、１０月１６日に開催された「道の駅ことおか秋まつり」について申

し上げます。 
 この事業は、道の駅のＰＲと交流人口の拡大、地域経済の活性化を目的に

地方創生加速化交付金事業を活用して開催しました。ことしは、ふるさと資

源情報センター建設の工事期間中でございましたので、会場が狭く主催者や

訪問客の皆様にはご不便をおかけしましたが、新しい試みとして、秋田放送

局にイベントの一部を委託し、民謡やマジックショーなど、ステージショー

を充実させたほか、ＡＢＳラジオによる告知と生放送もされるなど、昨年度

より多い２，４８７人のお客様でにぎわいました。 

 なお、現在建設中のふるさと資源情報センターは、１２月２６日までの工

期で３月下旬にオープンする予定となっております。 

 次に、三種町ＣＣＳプラント誘致協議会設立総会について申し上げます。 
 １１月４日に開催された設立総会では、委員の皆様からの活発なご意見を

いただきながら会則及び今年度の事業計画が決定されました。主な活動とし

ましては、事業要望及び調査活動のほか、本事業にかかわる地域住民の理解

を深めるための取り組みを実施してまいります。今後も、町民の皆様を初め

議員各位のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 次に、第１４回あきたふるさと手作りＣＭ大賞について申し上げます。 

 １１月２０日、秋田県児童会館において、秋田朝日放送主催の審査会が開

催されました。本町の作品のテーマ名は「じゅんさいと共に」で、株式会社

安藤食品社員の近藤大樹さんが中心となり制作しております。内容は、じゅ

んさい沼を会場にし、じゅんさいと摘み採りをしている青年を取り上げた作

品となっており、見事「最優秀賞」を獲得しました。副賞として、今月から

来年１１月末までの１年間、東北地方において３６５本のＣＭが放送されま

す。また、来年１月下旬に仙台市で行われる東北ふるさとＣＭフェスティバ
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ルへの出場も決定しました。受賞作品は、町ホームページへの掲載のほか、

三種町観光物産イベントやＰＲ等に活用してまいります。 
 次に、三種町スポーツ文化合宿等誘致推進事業について申し上げます。 

 当事業は、スポーツと文化による交流人口の拡大と地域経済の活性化を図

る目的で実施しております。今年度は、１泊目から２，０００円補助、最高

限度額６０万円で実施しております。９月１日現在の実績では９８団体、宿

泊延べ人数３，２７０名の宿泊者数となっており、昨年同月との比較では、

利用団体で１９団体、延べ宿泊人数で２００名の増となっております。今後

もスポーツ大会や合宿等が見込まれることから、今定例会に追加補正予算を

計上しておりますので、よろしくご審議下さるようお願い申し上げます。 
 続きまして、建設課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、１０月８日の豪雨では、牛沢山口線のうち牛沢地内で道路決壊し

たほか、山本中央幹線で道路冠水による通行どめを実施したところでありま

す。冠水による通行どめは当日深夜に解除し、牛沢地内の通行どめ解除は、

道路決壊修繕が１６日完成となったことから、完成当日解除したところであ

り、迅速な復旧にご協力いただいた建設業協会にこの場をかりて感謝申し上

げる次第であります。 
 次に、今シーズンの除雪体制について申し上げます。 

 先般、除雪委託業者と今年度の除雪業務についての会議を開催し、今年度

は町有除雪車２５台、委託業者による除雪車２８台の計５３台での除雪体制

となりました。平常時の除雪については、例年どおり降雪量１０センチを目

途に出動し、通勤通学路は早朝作業を原則として実施いたします。また、降

雪量に関わらず、強風等による吹きだまりや雪解けで通行が困難な場合、路

面が凍結した場合などにも出動する場合もございます。 

 冬期間は積雪により道幅が狭くなることから、除雪作業がスムーズにでき

るよう、路上駐車の禁止やごみステーション並びに消火栓周りの除雪作業

等、町民各位のご協力をあわせてお願いするものであります。 
 次に、冬期間の交通規制でありますが、主要地方道琴丘上小阿仁線の小新

沢・上小阿仁間が１２月２日から翌年４月１４日まで、一般県道濁川上岩川

線では小新沢・二ツ井間が１２月２日から翌年５月１９日までを冬期閉鎖期

間としており、この期間の通行はできませんので、よろしくお願いいたしま

す。 

 また、町道においても地吹雪等で通行が危険な場合は一時通行どめとする

場合もありますので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
 なお、平成２６年度より実施しておりました町道富岡大曲４号線防雪柵設

置事業が１０月２４日にようやく完成したところであります。この防雪柵完

成により地吹雪による交通障害が緩和され、交通の安全が確保されるものと

考えております。 

 次に、三種川河川改修でありますが、長面地区までの事業説明会が１０月

に行われ、その後１１月８日と１０日には用地説明会が行われたところであ
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ります。町では、河川改修事業をさらに促進していただくため、三種川河川

改修促進協議会として、１０月１９日に秋田県、１２月１日に東北地方整備

局、翌２日には国土交通省水管理・国土保全局へ整備推進に特段のご尽力を

賜るようお願いしてきたところであります。 
 続きまして、上下水道課関係についてご報告申し上げます。 
 初めに、生活排水処理事業について申し上げます。 

 浄化槽設置整備事業につきましては、１１月末現在で７人槽３基の申請が

あり、補助金額としましては２１０万円の事業量となっております。 
 次に、水道事業について申し上げます。 

 琴丘地域及び八竜地域における水道施設監視通報装置設置工事が１１月１

５日に完成し、水道設備の稼働状況や貯水状況等の迅速な情報把握が可能と

なっております。今後も水道設備の異常発生等の早期対策・効率的な管理運

営に努めてまいります。 

 続きまして、教育委員会関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、小中学校関係について申し上げます。 
 町内小中学校の全９校に防犯カメラの設置作業が終了し、１１月１日から

児童生徒の昇降口を撮影しております。撮影した映像は１カ月ほどレコーダ

ーに記録することができ、不審者や犯罪発生の抑止力につながるとともに、

万が一の場合には警察に情報提供し早期解決につなげるものであります。 

 また、１０月１１日には、「湖北小学校子ども見守り隊」が、子供たちの

登下校の見守りや声かけの活動が評価され県知事表彰を受賞しております。 

 見守り隊の皆様に敬意を表するとともに、これからも児童の安心安全のた

めに活動を継続していただきますようお願い申し上げます。 
 また、１１月１７日にはふるさと学習交流会が山本ふるさと文化館で初め

て開催されました。当日は、町内の６小学校の発表者を含む５・６年生約２

００名と大勢の保護者や地域の皆様が詰めかけ、オープニングでは、琴丘小

学校４年生が息の合った和太鼓演奏を披露して花を添えました。児童が、地

域の自然や歴史、文化、伝統芸能などを調査した結果や体験した学習の成果

を元気に堂々と発表し、互いのふるさとの魅力について学び合いました。交

流会を通じて児童の郷土に対する愛情や誇りを高め、他校の学習の進め方や

発表の仕方を学び合う良い機会となりました。 
 次に、スポーツ活動におきましては、１０月２２日・２３日と１０月２９

日に開催された、郡市秋季ミニバスケットボール大会で、男子の八竜ＭＢＣ

が準優勝、１月４日から６日に開催される第４５回全県ミニバスケットボー

ル交歓大会兼第３９回秋田県スポーツ少年団大会への出場を果たしておりま

す。また、山本中学校野球部が１０月３０日から１１月１日に大館樹海ドー

ムで開催された魁星旗争奪第８回秋田県中学校秋季軟式野球大会で初優勝、

そして、琴丘中学校女子ソフトボール部が第２１回秋田県中学秋季ソフトボ

ール大会で準優勝、さらに、山本中学校女子バスケットボール部が第４７回

秋田県中学校バスケットボール大会で第３位の成績をおさめております。 
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 次に、生涯学習関係について申し上げます。 

 １０月２２日・２３日開催の第１１回三種町町民祭文化部門の作品展示で

は、小・中学生による図画・習字・工作などの作品展示や書道、華道、写

真、手芸、俳句などの一般作品、生涯学習作品、芸術文化協会作品など合わ

せて１，３５８点の展示がありました。ステージ発表では、生涯学習・芸術

文化協会加盟団体１７団体の発表が行われ、大いに盛り上がっておりまし

た。 
 また、１１月１３日には、三種町久米岡に生まれ、農業改革や農業技術に

心血を注ぐ一方、俳句の宗匠としても名を馳せた俳人、佐々木北涯の生涯を

描いた第３回三種ミュージカル「佐々木北涯物語」が八竜体育館で上演され

ました。北涯の家庭環境や議員活動、農業振興、息子の死などさまざまな場

面を通じて功績や生き方を演じ、詰めかけた８００人を超える来場者の感動

を誘いました。出演した人数は１５０人余りで、スタッフを含めると２５０

人を超える人が三種ミュージカルに携わりました。今回の上演によって、俳

人としての北涯だけでなく、農業指導者として農家の先頭に立って地域のた

めに汗を流した姿は多くの人に知られるきっかけとなっております。このよ

うに、多くの町民に感動を与えた三種ミュージカルの次の演目がどのように

なるか、今から楽しみにしているところです。 

 このたびの三種ミュージカル実行委員会の活躍に心から敬意を申し上げる

とともに、これからの活動に大きな期待を寄せたいと存じます。 
 次に、スポーツ関係について申し上げます。 

 ９月２３日から２７日に琴丘総合体育館で開催された、日本スポーツマス

ターズ２０１６秋田大会バスケットボール競技（女子）は北海道から沖縄ま

で２２チームが出場しました。決勝は、これまで２年連続準優勝の埼玉Ａと

大阪Ｂの対戦となりました。両チームとも過去に実業団や国体で活躍した選

手を擁し、最後まで１点を争う好ゲームの中、埼玉Ａが初優勝しました。 

 また、開催期間中はスポーツボランティアのご協力により、じゅんさい汁

の振る舞い、特産品の販売、最寄り駅などからの送迎おもてなしなどを行

い、高い評価を得ることができました。 
 次に、１１月１７日に福井県鯖江市で開催された第５７回全国スポーツ推

進委員研究協議会福井県大会において、赤川秀悦氏がスポーツ推進委員功労

者として文部科学大臣表彰を受賞し、また、岩谷金利氏が勤続３０年スポー

ツ推進委員としての活動が認められ、全国スポーツ推進委員連合の感謝状を

受賞しております。今までの活動に感謝申し上げ、今後も引き続きスポーツ

推進活動にご協力賜りますようお願い申し上げます。 
 以上、ご報告申し上げ、行政報告といたします。  

 今、訂正がございます。 
 ９ページの下から４行目です。「クアオルト健康食の要件について協議さ

れ」と言って、次の、済みません、私が「６，０００」と言ったそうですけ

れども、カロリーは５００から「６００」キロカロリーということでござい
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ます。ちょっと、ミスでございました。失礼しました。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 町長の行政報告を終わります。 

 日程第５．産業建設常任委員長より所管事務調査について報告を願いま

す。産業建設常任委員長。 
産業建設

常任委員

長 

（ 工藤秀明 ） 

 ご報告申し上げます。 
 産業建設常任委員会調査報告書。 
 本委員会が実施した所管事務調査について、調査結果を三種町議会会議規

則第７６条の規定により報告します。 
 １、調査案件。 

  指定管理施設の検証及び農業関連施設の調査について。 

 ２、調査の経過。 

  平成２８年１０月１１日に農業関連施設の調査として、平成２８年１０

月８日豪雨災害の被災状況調査を実施。平成２８年１１月１４日に指定管

理施設の検証として、砂丘温泉ゆめろんの改修の成果確認を実施。平成２

８年１１月２５日、農業関連施設の調査として、地熱水を活用した高収益

園芸作物の実証事業の行政視察をしました。 

 ３、調査の結果、意見。 

 （１）平成２８年１０月８日豪雨災害の被災状況調査について。 
   牛沢地区については、山の一部が崩れ土砂が民家に迫った現場を確認

しました。町道の土砂の除去作業は既に終了しており、また、崩落部分

の対応は関係機関と連絡調整済みでありました。今後とも地区住民の不

安解消に努めるべきと考えます。 

   鹿渡新屋敷地内の床下浸水については、上流の農業用排水からあふれ

出た水が大量に流れたことにより、被害が常態化していることから、町

及び関係団体が対応策を検討する必要があると考えます。 
 （２）砂丘温泉ゆめろん改修の成果確認について。 

   改修後の浴室場所が食堂及び休憩室前を通って行くため食堂等の利用

者が増加し、プラス効果に働いているとの説明でありました。しかし、

当初から指摘されていた露天風呂については、冬場対策が講じられてい

ないので、早急に対策を検討する必要があると考えます。 

 （３）地熱水を活用した高収益園芸作物の実証事業について。 

   県内でも有数の豪雪地帯である湯沢市皆瀬地区では、冬期間における

農作物の栽培は簡単ではありませんが、豊富な地熱水を利用し、水耕ミ

ツバ栽培を年８回程度収穫しています。実証施設が１８棟（１棟当たり

１００坪）有している地熱水利用組合を視察しました。地熱水の利用料

金（ハウス使用含む）は、１カ月当たり１棟３，０００円程度で非常に

低料金設定となっているので、栽培者は安心して取り組めるとの説明が

ありました。三種町においても、地熱水を最大限活用し、地域における
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新たな農業振興策を進めるべきと考えます。 

 以上で報告を終わります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 産業建設常任委員の報告を終わります。 
 これより質疑を行います。質疑ございませんか。４番、三浦議員。 

４番 （ 三浦 敦 ） 

 （３）の湯沢市皆瀬地区の視察は大変よかったと思います。 
 ところで、委員長にお尋ねいたします。全員出席したのでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 委員長。 
産業建設

常任委員

長 

（ 工藤秀明 ） 

 全員ではございません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ４番、三浦議員。 
４番 （ 三浦 敦 ） 

 欠席者がおるということでございますか。欠席の理由をお教え願いたいと

思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 委員長。 
産業建設

常任委員

長 

（ 工藤秀明 ） 

 １１月２４日に私の電話に着信連絡があり、１時何ぼかな、まだ電話にも

ありますけれども、私が気がつかなくて、後で折り返しかけました。そうし

たら、雪が降ったときにタイヤ交換し、腰痛のためちょっと行かれないと、

そういう旨の連絡がありました。 
 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 ４番、三浦議員。 

４番 （ 三浦 敦 ） 
 欠席、腰痛のため。ところが、私の友だちが地元の遊技場で見かけており

ます。委員長、わかっていますか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 委員長。 

産業建設

常任委員

長 

（ 工藤秀明 ） 
 もう一回お願いします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 ４番、三浦議員、もう一度。４番。 

４番 （ 三浦 敦 ） 
 委員長、説明では腰痛のため欠席すると。２４日ですか。２５日、湯沢に
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行っていますよね。委員会でもう一回、調査してください。委員会で、産建

で調査してください。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 委員長。 
産業建設

常任委員

長 

（ 工藤秀明 ） 
 いや、私はまだ誰とも言っていないんだけれども。委員会で調査してくだ

さいということですか。（「そうです」の声あり）ちょっと待ってくださ

い。（「休憩とって」の声あり） 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 今委員長と話ししているから、打ち合わせしているから、ちょっと待って

ください。 

 じゃあ、暫時休憩します。 
  

     午前１１時００分  休 憩 
   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
      午前１１時０７分  再 開 

 

議  長 
 

（ 金子芳継 ） 

 再開します。 

 ただいまの委員長報告の中では、所管事務調査の中のことでないので、こ

の件については審議いたしません。所管事務調査に限り、質問していただき

たいと思います。４番。 

４番 （ 三浦 敦 ） 
 事実のことを言っているんですよ、私は。うそをついてまで、うそをつい

て、腰痛のため休んでいる人が遊技場にいますか。ましてや副議長ですよ。

三種町の顔ですよ、議長と副議長は。しかも地元ですよ、地元の遊技場で。

許されますか。これは事実ですよ。本人に聞いてください、委員長。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 委員長にですか。 
４番 （ 三浦 敦 ） 

 後で、部屋でもいいです。確認とってください。それで、私に報告をお願

いします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 委員長、後で確認とってください。 
産業建設

常任委員

長 

（ 工藤秀明 ） 
 議会中に確認したいと思います。（「本議会中にお願いします」の声あ

り） 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ほかに質疑ありませんか。 
   （ なしの声あり ） 
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 ないようですので、質疑を終わります。 

 以上で、産業建設常任委員会委員長報告を終了します。 
 日程第６．請願・陳情等常任委員会付託の件を議題といたします。 

 今期定例会までに受理し、常任委員会に付託する請願・陳情は、お手元に

配付しております請願・陳情文書表のとおりであります。 

 なお、朗読は省略します。 

 お諮りします。 
議会運営委員会において、陳情第８号から陳情第１２号までの５件は、い

ずれも教育民生常任委員会に付託し協議をすることにしておりますが、これ

にご異議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、陳情第８号から陳情第１２号までの５件は、教育民生常委員会に

付託して審査することに決しました。 
 日程第７．承認第１０号から諮問第２号まで一括して議題といたします。 

 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 
町  長 （ 三浦正隆 ） 

 それでは、提出議案につきまして、ご説明申し上げます。 

今期定例会の提出議案は、専決処分の承認を求める案件１件、条例の一部

改正議案７件、工事請負契約の一部変更議案２件、指定管理者の指定議案５

件、特別会計への繰り入れ議案１件、平成２８年度一般会計及び各特別会計

の予算の補正に関する議案８件、人権擁護委員候補者の推薦に関する諮問２

件、合わせまして２６件でございます。 

 初めに、承認第１０号、専決処分の承認を求めることにつきましては、１

０月８日発生の豪雨災害により被災した農地農業用施設及び林業用施設の災

害復旧に要する経費を専決処分したものであり、地方自治法の規定により、

議会の承認を求めるものでございます。 

 内容につきましては、農地農業用施設災害復旧測量設計業務委託１，００

０万円、林業用施設災害復旧測量設計業務委託３１９万７，０００円、重機

借り上げなど緊急を要するものとなっております。また、それに伴います災

害復旧工事費関係経費を１２月補正予算案に計上しておりますので、よろし

くご審議くださるようお願いいたします。 

 次に、議案第１１８号、三種町一般職の職員の給与に関する条例等の一部

改正についてご説明いたします。 
 改正を行う内容につきましては、秋田県人事委員会等の勧告に基づいたも

のとなっております。勧告における給与等の改定の考え方は、地方公務員法

の規定に基づき、国及び他の地方公共団体職員の給与との均衡の確保、民間

給与水準との整合性の確保等を考慮することを基本とし、判断されたもので

ございます。 
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 主な改正内容でありますが、一部改正条例第１条では、医療職等の初任給

調整手当支給限度額を勧告に基づき引き上げ改正するものであります。ま

た、今年１２月期に支給された一般職の職員の勤勉手当支給割合を現行の

「０．７７５月」から０．０５月増の「０．８２５月」とするほか、給料表

については、勧告に基づき、若年層を重点に引き上げる改定となっており、

平成２８年４月１日にさかのぼって適用するものであります。 

 次に、第２条では、平成２９年４月１日以降の一般職の職員の扶養手当及

び勤勉手当の額を改正する内容となっております。 
 主な改正内容でありますけれども、扶養手当については、配偶者に係る手

当額を他の扶養親族と同額とし、子の係る手当額を引き上げるものでありま

す。また、勤勉手当については、支給割合を現行の「０．７７５月」分から

０．０２５月分増の「０．８月」とするものであります。 

 次に、第３条及び第４条では、現在、実際の運用はありませんが、一般職

の任期付職員の給料表について勧告に基づき改正するものであります。 

 次に、議案第１１９号、三種町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費

に関する条例の一部改正、そして、議案第１２０号、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関

する条例の一部改正及び議案第１２１号、三種町議会議員の議員報酬及び費

用弁償等に関する条例の一部改正は、町特別職、教育長及び議会議員の期末

手当の支給割合を一般職の職員に準じ改正するため提案するものでありま

す。 

 改正内容は、町特別職、教育長及び議会議員とも今年１２月の期末手当の

支給割合を、現行の「１．５０月」から０．０５月増の、「１．５５月」と

するものであります。また、平成２９年４月１日以降は、今回の引き上げ分

として、６月分の支給割合を現行の「１．４２５月」分から０．０２５月分

引き上げ、「１．４５月」とし、１２月分の支給割合を現行の「１．５月」

分に同じく０．０２５月分引き上げ「１．５２５月」とするものでありま

す。 

 次に、議案第１２２号、三種町職員の育児休業等に関する条例及び三種町

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正については、地方公務員の

育児休業等に関する法律等関係法令の一部改正により、育児休業等の対象と

なる子の範囲の見直し及び介護休業の分割取得の導入等に必要な規定整備を

行うものであります。 

 次に、議案第１２３号、三種町町税条例の一部改正については、所得税法

等の一部を改正する法律の施行に伴い、市町村民税の特例適用利子等及び特

例適用配当等に係る課税の特例について規定を整備するものであります。 

 次に、議案第１２４号、三種町国民健康保険税条例の一部改正について

は、所得税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、国民健康保険税の特例

適用利子等及び特例適用配当等に係る課税の特例について規定を整備するも

のであります。 
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 次に、議案第１２５号及び議案第１２６号、工事請負契約の一部変更につ

きましては、いずれも９月の臨時議会で議決いただきましたスカルパ野球場

改修工事について、設計変更の必要が生じたことから議会の議決を求めるも

のであります。 
 初めに、議案第１２５号、建築工事については、メインスタンド各所にお

いて、多数のひび割れ及びシーリング劣化部分が認められたことから追加補

修を実施したいこと。また、更衣室内の既設シャワー施設では、給湯器の故

障及びシャワー用サーモスタットの動作不良が認められたことから機器の交

換を実施するものであります。 

 次に、議案第１２６号、電気設備工事については、スコアボード表示機能

のさらなる利便性を高めるため、スピードガンシステムを導入するものであ

ります。 

 続きまして、議案第１２７号から議案第１３１号までの、指定管理者の指

定については、琴丘体験学習物産館など７施設の指定期間が今年度末で終了

することから、新たに平成２９年４月から５年間の指定管理者の指定を行う

ことについて議会の議決を求めるものであります。 

 次に、議案第１３２号、平成２８年度三種町農業集落排水事業特別会計へ

の繰り入れについては、事業遂行のため、一般会計から４８万９，０００円

を追加繰り入れし、変更後の繰入額を９，５５２万５，０００円以内とする

ものであります。 
 続きまして、議案第１３３号から第１４０号までは、平成２８年度一般会

計及び各特別会計の補正予算に関する議案であります。 

 議案第１３３号、一般会計予算の補正は、歳入歳出それぞれ３億９，８８

０万７，０００円を追加し、予算総額を１１３億４，７７２万４，０００円

とするものであります。 
 また、繰越明許費の設定では、農地農業用施設災害復旧事業及び林道施設

災害復旧事業について、総額１億７，７０７万円を翌年度へ繰り越しするも

のであります。 

 地方債の変更では、災害復旧事業債４，４４０万円を追加したほか、国の

補正予算に伴う県営ほ場整備事業費の増により、農業振興整備事業の限度額

を増額するものであります。  
 次に、歳出の主なものからご説明いたします。 

 人件費でありますが、議会費から教育費までの関係各款で、給与改定及び

共済追加費用負担率の変更による増減を計上した結果、総額６７１万円の減

額計上であります。総務費の企画振興費では、三種川河川改修工事に伴いま

す、光通信網設備及び東部難視聴解消施設移転に係る経費１０２万３，００

０円を計上したほか、電子計算費におきまして、自治体情報システム強靱性

の向上のため５６１万６，０００円を、パソコン、プリンターの不足分の購

入費３００万５，０００円を計上しております。 
 諸費におきましては、ふるさと元気づくり寄附金の増額が見込まれること
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から、その寄附に対するふるさと納税謝礼費８７１万円とふるさと納税業務

委託料１８８万１，０００円を計上しております。 
 また、本年度、国の省令改正に伴い一括返還することとなった震災復興特

別交付税返還金１，０５２万３，０００円を計上しております。 
 選挙費におきましては、参議院議員選挙費及び秋田海区漁業調整委員会委

員選挙費の確定による減額補正であります。 

 民生費の障害者福祉費におきましては、更正医療給付費及び障害児給付費

の見込み額等３９０万６，０００円を計上したほか、老人福祉費におきまし

ては、養護老人ホームやまもとの入所者増に伴います措置費負担金１６０万

円を計上しております。 
 臨時福祉給付費における臨時福祉給付金でございますが、先の臨時給付金

に続き、経済対策分として支給される国の給付金であります。非課税世帯の

方に１人１万５，０００円支給するもので、臨時福祉給付金及び関係事務費

の総額７，０６２万６，０００円の計上となっております。 

 児童福祉総務費におきましては、保育所等の運営費に当たります施設型給

付費及び地域型保育給付費等の見込みにより２，５８３万１，０００円を計

上しております。 
 衛生費の塵芥処理費におきましては、能代山本広域市町村圏組合負担金１

４７万４，０００円を増額計上しております。 

 また、農林水産業費でありますが、農業振興費におきまして、経営規模拡

大等の意欲のある農家を支援する農業経営発展加速化支援事業費補助金２２

７万９，０００円と農業法人・集落営農の組織化を支援する農業経営力向上

支援事業費補助金４０万円などを計上しております。 
 農業基盤整備事業費では、国の補正予算により措置された、芦崎地区の県

営ほ場整備事業負担金１，３５０万円を計上しております。 
 商工費の観光費では、地方創生推進交付金事業によるマーケティング委託

業務など７７０万円を計上したほか、スポーツ文化合宿等誘致推進事業補助

金の見込みによる４２０万円を計上しております。 

 土木費の道路橋梁維持費では、今後見込まれる除雪関係経費８，３９８万

４，０００円の増額計上となっております。 

 消防費の常備消防費におきましては、能代山本広域市町村圏組合負担金２

４１万７，０００円を計上したほか、教育費におきましては、小学校一般修

繕として琴丘小学校トイレ漏水修理、下岩川小学校掲揚ポール修繕、総額１

３３万１，０００円を計上したほか、工事請負費として浜口小学校コンセン

ト増設工事費を計上しております。中学校改修工事では琴丘中学校コンセン

ト増設工事及び電話機取替工事費８１万６，０００円を計上しております。 

 体育施設管理費におきましては、琴丘総合体育館空調設備修繕費１０６万

２，０００円の計上となっております。 

 災害復旧費におきましては、去る１０月８日の豪雨による農地災害１２カ

所、施設災害２７カ所及び農家個人で復旧するための復旧支援事業補助金
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等、総額１億４，９５６万４，０００円を計上したほか、林道災害復旧費と

して、羽根川支１号線及び鹿渡渉線の復旧費１，３４０万９，０００円を計

上しております。 

 続きまして、公債費でございますが、長期債の借入利率見直し等により

２，５２１万２，０００円の減額計上となっております。 
 基金費でございますけれども、ふるさと納税に伴いますふるさと元気づく

り基金積立金１，３４０万円を増額計上しております。 
 続きまして、歳入の主なものについてご説明いたします。 
 国有提供施設等所在市町村助成交付金は、交付決定により６６万９，００

０円の増額計上としております。 
 分担金及び負担金では、養護老人ホーム入所負担金を、国庫支出金におき

ましては、社会福祉費負担金として障害児給付費・障害者医療費を計上し、

児童福祉費負担金におきましては、施設型給付費１，２８９万１，０００円

を、総務費補助金では、地方創生推進交付金３５０万円を計上しておりま

す。 
 また、社会福祉費補助金では、臨時福祉給付金事業費６，７５０万円、事

務費３１２万６，０００円の計上であります。 
 県支出金の社会福祉費負担金におきましては、障害児給付費・障害者医療

費を計上したほか、児童福祉費負担金では、施設型給付費５９６万９，００

０円を計上し、保険基盤安定負担金では、国保保険基盤安定の増額と後期高

齢保険基盤安定の減額を計上しております。 

 県支出金農業費補助金では、農地農業用施設災害復旧事業費５，８８２万

円と農業経営発展加速化支援事業費を計上しております。林業費補助金にお

きましては、林道災害復旧事業費４９８万９，０００円の計上となっており

ます。 
 寄附金でございますが、ふるさと元気づくり寄附金を見込みにより１，３

４０万円を増額計上しております。 
 基金繰入金におきましては、収支調整のため財政調整基金より１億６，１

５２万９，０００円を繰り入れし、町債では、県営ほ場整備事業債１，５０

０万円、農林水産業施設災害復旧事業債４，４４０万円の計上となっており

ます。 
 次に、議案第１３４号、国民健康保険事業勘定特別会計補正予算は、歳入

歳出それぞれ１４９万４，０００円を減額し、予算総額を２６億６，９６１

万６，０００円とするものであります。 
 歳入では、前期高齢者交付金６５万８，０００円を増額計上し、県補助金

の福祉医療基盤強化補助金１２７万９，０００千円を減額計上しておりま

す。一般会計繰入金では、保険基盤安定対策分８３６万７，０００円の増、

財政安定化支援分７９７万８，０００円の減、福祉医療波及分１２６万２，

０００円の減によりまして、総額８７万３，０００円の減額となっておりま

す。 
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 歳出におきましては、一般高額療養費８００万円の増額を予備費調整した

補正計上と後期高齢者支援金及び介護納付金の減額補正となっております。 
 次に、議案第１３５号、後期高齢者医療特別会計補正予算は、歳入歳出そ

れぞれ３６３万９，０００円を減額し、予算総額を１億７，３４６万４，０

００円とするものであります。 
 歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金の確定により３６３万９，００

０円を減額計上し、同額を歳入の一般会計繰入金の減額とする補正となって

おります。 
 次に、議案第１３６号、公共下水道事業特別会計補正予算は、歳入歳出そ

れぞれ１０２万６，０００円を追加し、歳入歳出それぞれ６億４，６２０万

６，０００円とするものであります。 

 歳出において給与改定による人件費２万６，０００円と修繕料の見込み額

１００万円の増額、歳入では、歳出同額を一般会計からの繰入金とする補正

となっております。 

 次に、議案第１３７号、農業集落排水事業特別会計補正予算は、歳入歳出

それぞれ、９３万円を追加し、予算総額を１億７，２６０万６，０００円と

するものであります。 
 歳出では、給与改定による人件費の増額とポンプ等の修繕料見込み額を計

上し、歳入では一般会計繰入金９３万円を増額計上する補正となっておりま

す。 
 次に、議案第１３８号、介護保険事業勘定特別会計補正予算は、歳入歳出

それぞれ２４１万１，０００円を追加し、予算総額を２８億５３８万７，０

００円とするものであります。 
 歳入では、介護保険システム改修事業費補助金、介護給付費負担金を増額

計上したほか、一般会計繰入金を１２１万１，０００円増額計上しておりま

す。 

 歳出では、秋田県町村電算システム共同事業組合負担金等２４１万１，０

００円の増額計上と、保険給付費におきましては居宅介護サービス給付費と

地域密着型介護サービス給付費の予算を組み替えする補正となっておりま

す。 

 次に、議案第１３９号、衛生処理事業特別会計補正予算は、給与改定によ

る人件費の増額分を予備費調整した補正となっております。 

 最後に、議案第１４０号、水道事業会計補正予算は、収益的収入の給水収

益で水道料金の見込みによる１６７万６，０００円の増額計上と、消費税還

付金１７４万１，０００円の増額計上の補正となっております。 
 また、収益的支出では、修繕料などの見込みによる減額の計上と、給与改

定による人件費７０万１，０００円の増額補正であります。 
 資本的支出では、鵜川地区水道管布設替工事が、用地買収等の関係により

本年度実施しないことによる１，５３７万３，０００円の減額計上でありま

す。 
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 次に、諮問第１号及び諮問第２号は、人権擁護委員候補者の推薦に関し、

議会の意見を求めるものであります。 
 諮問第１号の成田隆道さんは、平成２３年４月から、そして、諮問第２号

の千葉 聡さんは平成２６年４月から現在まで、お二方とも人権擁護委員と

してご活躍されておる方々であり、今回、再任のためご推薦申し上げるもの

であります。なお、任期は平成２９年４月１日から平成３２年３月３１日ま

での３年間となります。 
 人権擁護委員として適任者であることから人選した次第でありますので、

議員の皆様からはご賛同のほどよろしくお願い申し上げます。 

 以上が今期定例会に提出する議案の概要でありますので、議員の皆様に

は、よろしくご審議の上、適切なるご決定を賜りますようお願い申し上げ、

議案説明といたします。 

 ありがとうございました。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 なお、審議、採決については、１６日に行います。 

 日程第８．一般質問を行います。 
 順次発言を許します。５番、清水欣也議員。 

５番 （ 清水欣也 ） 

 今回の質問は、タイミングとして石井秀基さんの追悼質問、その感がしな

いでもないんですけれども、実際にはその気持ちを込めて質問をいたしたい

と思います。 

 きょうの質問は、森岳温泉の活性化対策としてあれをやるべきだ、これを

やるべきだというふうに具体的な事業を挙げてその実行を迫ると、そういう

ものではございません。森岳温泉をめぐる現状認識と課題を共有して、その

上で産学官と協働して復活への道筋をつけられないものだろうかというのが

質問の趣旨でございます。 
 森岳温泉は、あえて申し上げるまでもなく、非常に今寂しい状況にありま

す。そう思っております。町長は、この現況をどのように受けとめているの

か、改めてここで町長の感じるところを伺いたいと思います。これがまず最

初の質問であります。 
 以来、森岳温泉を何とかしなければならない、こうあるべきだ、こうして

はどうか、いろいろなさまざまな意見や提案がなされてきたわけでございま

すけれども、結局は、特段の進展がないまま今に至っているわけでありま

す。 
 このようなことを申し上げますと、町としてはゆうぱるを増改修したと

か、スポーツ交流の補助金を出したとか、そういう話になると思いますけれ

ども、私の意見はそのような断片的といいますか、対症療法的といいます

か、そういう対策のことではなくて、森岳温泉全体をどのように復活させて

いくか、元気を取り戻させるか、根本的でトータルな計画を進める必要があ
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るという趣旨でございます。 

 こういうと、あるいはうがち過ぎの見方と受けとめられるかもしれません

が、もしかして町はもはや森岳温泉の現状と将来には見切りをつけているの

ではないか。森岳温泉の役割は終わったと、これ以上の投資効果は期待でき

ないから、対策の必要も余地もない。これからはむしろ国道１０１号線の整

備絡みでゆめろん周辺への開発が現実的だ。将来性もある。そう考えている

のではないかと思ったりもしているわけであります。ただ、もしそうだとし

たら、町にとって妥当な選択であるかどうかは別にして、それはそれで一つ

の行政判断だということになると思います。 

 そこで、町はそのような判断をしているのか。それとも、森岳温泉の活性

化のための取り組みは依然として必要との認識なのか、もしくは別の道を念

頭にしているのかどうか、そこをお聞きしたいというのが第２の質問でござ

います。 

 以前に、町長から森岳温泉の活性化に関して、まずは民間で頑張ってもら

いたいという趣旨の発言を伺ったことがございます。確かにこの問題は個々

の経営努力に待つところが大きい上に、民活による自主開発を期待するもの

でありますけれども、残念ながら、企画調整、それから財政負担、そういう

行政の一定の関与がなくして、民間が新たにプランやプロジェクトを立ち上

げるというのは極めて難しいというのがこの地域の現実だと思うのです。 

 そのため、周辺整備によって、その努力を後押しする。そういうものも行

政の役割であると思いますが、私たちの町には、民間が手を挙げやすくする

ように、挙げやすくなるように、環境整備をしながら施策誘導をするとい

う、そういう関係、考えが欠けているように思うのです。ですから、民間に

頑張ってもらうためには、民間企業の参入意欲を引き出す努力やその仕組み

が必要であると思います。行政にはその役割や機能があるわけですから、町

は思い切ってそれらを発揮すべきであると思います。 

 また、民間企業と町による共同開発、それからプロポーザル方式、第三セ

クターへの委託方式の導入、それから町直営方式、森岳温泉の活性化への取

り組みにはさまざまなアプローチが考えられると思います。つまりは、この

ような試みや手法を駆使してでも森岳温泉の活性を目指す気持ちが町にある

かどうかだと思います。 
 そこで、質問ですけれども、森岳温泉の活性化のためには、誰かが何かを

するのをひたすら待つのではなくて、森岳温泉の活性に積極的に取り組むこ

とを促すために、まず町が活性化構想を練る、そして、支援の仕組みを示

す、その上で民間の発想や事業の掘り起こしに町が積極的に関与する。そう

いうことで森岳温泉の活性に立ち向かう町の意思を明確にすべきだと思いま

すが、どうでしょうか。 
 ところで、森岳温泉復活の切り口にはさまざまなテーマが考えられると思

います。私はその切り口の一つとして、あくまでも一つの例としてですけれ

ども、かねてから温泉資源そのものに着目をしてまいりました。つまり、温
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泉水そのものであります。６０度以上もある熱エネルギー、それから、海水

とほぼ同じ塩分濃度である。それから、無菌の水であるということでありま

す。このすばらしい資源を素材として生かさない手はないと思うのです。そ

して、それを生かすためのキーワードは、農産振興と観光を絡めた生産と遊

び、生産と食ではないかと自分で勝手に銘を打っているところでございま

す。 

 この資源の可能性を探るために何カ所かの施設を現地調査をしてまいりま

した。一つは、我が産業建設常任委員会でも訪れたようでございますけれど

も、私も個人的に皆瀬の地熱水を利用した取り組みを見てまいりました。４

カ所見てまいりました。それから、大館市雪沢のドジョウの養殖場も見てま

いりました。それから、岩手県大船渡のアワビ養殖場も見てまいりました。

それから、秋田市の梅加工会社の社長さんともいろいろお話をしてまいりま

した。それから、町内のシイタケ栽培施設なども見せていただきました。ま

た、旧山本時代につくられたという温泉熱を利用した植物園も見てまいりま

したけれども、今も十分使える骨組みが残っております。それから、文化会

館の下のせせらぎといいますか、堰といいますか、あそこの沢水の水質検査

も専門機関からしてもらいました。議席についてから、これらのことを説明

しながら意見の交換をしていきたいと思います。 

 最後に、私の着目点が直ちに森岳温泉の問題の解決につながるとはもちろ

ん考えておりません。ハードルの高い要素もいろいろございます。ただ、私

たちみんなが知恵を出し合って一つの方向に進めば、きっとその糸口が見え

てくる、そういうふうに確信し、ほんの一例を紹介したところでございま

す。 
 以上でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 ５番、清水議員の壇上での質問が終わりました。 

 清水議員の質問に対し当局より答弁を求めます。町長。 
町  長 （ 三浦正隆 ） 

 それでは、５番、清水欣也議員のご質問にお答えいたします。 
 本町のまち・ひと・しごと創生総合戦略につきましては、「ひと」をつく

り、その「ひと」が「しごと」をつくり、「まち」もつくるという国が示す

基本的な流れをもとにしております。したがって、いわゆる「産・官・学・

金・労・言」、この参画のもとで議論を積み上げてきたものであり、最終段

階では、議員の皆様のご意見、ご提言も加えて策定したものでございます。 
 その際、森岳温泉の活性化についても議論がなされ、国・県の担当者とも

協議を重ねてまいりましたが、その特効薬的なといいますか、具体的な方策

は見出せないような状況でございました。したがいまして、総合戦略自体に

は森岳温泉の固有名詞は入っておらず、観光資源活性化支援事業という文言

になっておりますことをまずはご理解いただきたいというふうに思っていま

す。 
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 また、呼び水というようなお話につきましては、やや迂遠ではございます

けれども、クアオルトを利活用していただきたいと申し上げてまいりました

けれども、残念ながら積極的なかかわりとはなっておりません。 

 さらに、民間の発想や事業の掘り起こしにつきましても、本町の場合、

「町長への提言」や、それから、１０分の９という有利な補助であります

「元気づくり支援事業」で積極的に対応してまいりました。今後とも、こう

した対応で「人財」を育てながら支援していく姿勢に変わりはございませ

ん。 
 次に、森岳温泉の活性化に資する具体的な事業としましては、先ほど議員

もおっしゃいましたけれども、スポーツ文化合宿等誘致推進事業や、それか

ら、地域雇用創出推進事業、さらには中小企業融資あっせん事業、森岳温泉

夏まつりとか「スノーモービル＆クロスカントリースキーｉｎ森岳温泉３６

ゴルフ場」、観光協会三種ＰＲラジオ放送などをこれまで継続して実施して

きております。特に、スポーツ文化合宿等誘致推進事業では、平成２７年度

の実績で宿泊者数４，８７５人、うち９０％の４，４０４人が森岳温泉郷へ

宿泊しております。 

 また、地域雇用創出推進事業では、今年度、要綱の一部改正を行いまし

て、店舗等増改築メニューの補助率１５％補助限度額を、従来までは５０万

円でしたけれども、これを観光事業を行う企業につきましては補助率を３０

％まで引き上げまして、補助限度額を２００万円としております。 
 ゆうぱるは厨房機能を持っておりませんで、宿泊客の夕食等につきまして

は、森岳温泉郷の飲食店等へ依頼して提供しておるところでございます。森

岳温泉全体の活性化に、少なからずゆうぱるも貢献しておるものというふう

に思っております。 

 森岳温泉郷の開発計画策定関係につきましては、平成２４年の丸富温泉ホ

テル倒産の際に、倒産といいますか、ホテル閉鎖の際に観光協会主催で森岳

温泉魅力づくり推進委員会を設立しまして、クアオルト事業等による活性化

計画をまとめた報告書を策定し、それに基づく先進地視察活動を積極的に実

施してまいりましたけれども、推進委員会の継続的な活動がなく、目に見え

る成果には結びついていない状況でございます。 

 清水議員のご提案を参考に検討してまいりたいというふうに考えておりま

す。  

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １時まで休憩します。 
  

     午前１１時４８分  休 憩 
   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
      午後 ０時５９分  再 開 

 

議  長 （ 金子芳継 ） 
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 休憩前に引き続き、一般質問を続行いたします。 

 ５番、清水議員の再質問を許します。５番。 
５番 （ 清水欣也 ） 

 森岳温泉の温度は１号井で６６度、それから２号井、４号井で５８度、ゆ

で卵が十分ゆでられる温度でございます。今、町長が先ほどの答弁でゴルフ

場、それからゆうぱる、それからスポーツ交流、いろいろなお話が出ました

けれども、私は、そういうものを全てサテライトにして、それをみんなさら

に肉づけをした温泉活性化対策を、プランを練るべきではないかというのが

今回の質問の趣旨でございます。 

 まず、そこで最初の質問ですが、町にとって活性化対策が必要だという認

識をどこまで持っているのだろうかというものを確認したいための質問をこ

れからいたします。 

 まず一つは、クアオルト事業が起きたときに、最初は森岳温泉の活性化が

目的で、結局、そこが拠点となって進めました。ところが、２億円の話が出

て、それがゆめろんに移っていってしまったわけですよ。それは移ったのは

いろいろ、我々もそれで結局は賛成をしたわけですけれども、その持って行

かれた森岳温泉のこの部分、空白になったこの部分はどうするかという話で

すよ。ゆめろんに行ってしまったから、あと、ここはこれでいいんだという

お考えなのか。それとも、このままにしておいていいのかと、そういう質問

なんです、一つは。あのときは、私は２億円の話が出たときに、これがあれ

ば物すごく森岳温泉の活性化なんて、これはいよいよこれから始まるなとい

うふうに考えていたんですけれども、それがゆめろんのほうに移ってしまっ

た、クアオルトの関係で。 
 それはそれでいいですけれども、じゃあ、ここで、なくなったこの部分を

どうするかと、そういうことなんですよ。それは皆さん、一度、考えたこと

があるんでしょうか。それをちょっと質問したいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 町長。 

町  長 （ 三浦正隆 ） 
 クアオルトにつきましては、実は、そもそものクアオルトをやろうとした

のは、当時、丸富さんが営業を停止しまして、温泉街をどうやって活性化す

るかということを考えていて、そのときに東京で市町村長を対象にしたセミ

ナーがありまして、その中で、全国の中で山形県のかみのやま温泉、それと

大分県の湯布院、由布院温泉、これが非常に成功しているという事例を聞き

ました。これだなというふうにちょっとそのとき直感で感じました。 
 従来型のような、旅行の形態が既に変わっておりまして、従来のようなバ

スで乗りつけて団体さんが来るという時代ではなくなりまして、それぞれが

少人数旅行が主の時代でありますから、従来のような形の温泉街の活性化と

いうのはちょっと私は無理だろうなというふうに考えていましたので、クア

オルトというものを使って、滞在型の健康ウオーキングというものが今後の
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森岳温泉にとって非常に有効だというふうに理解しまして、その年の翌年の

１月でしたか、今の企画政策課長、商工観光交流課長と職員３名を連れて上

山へ行ってきました。 

 上山市役所に行きまして、副市長からるる説明をしていただきました。そ

れから、上山にある時代屋という温泉旅館の主の方からも、実はその方、き

のうから本町に来ていまして、本町のクアオルト研究会の招聘でいろいろ講

習会をやっています。けさ、私、一緒にクアオルトウオーキングをやってい

ろいろ話をしてきました。その彼の話を聞きながら、何とかこれはうちの町

でもやれそうだなという感じを持ち、翌年の４月、予算化しまして、クアオ

ルト研究会をまず民間からつくっていただきまして、やっていました。 
 議員のお聞きしたいのは、クアオルトというのは森岳温泉から欠落したの

かということだと思いますけれども、全然欠落しておりませんで、森岳には

石倉山コースという大変立派な認定コースがあります。本年１０月１０日に

私行きましたけれども、これだけ居住地から近いところにこれだけの自然が

豊かなところがあるのかなと改めてびっくりしました。特に管理棟の清水の

舞台のような高いところから見る周りの景色というのは絶景でありまして、

ぜひ、さらに私は石倉山のコースを整備しながらクアオルトを進めてまいり

たいというふうに思っています。 

 こういうコースとともに、やっぱり必要なのは温泉なんですね。温泉は、

当然町の所有でありますので、日帰り温泉でも結構ですから、とにかく入湯

税がたくさんふえれば、入湯客がふえれば町のほうの税収もふえます。例え

ば現在のゆうぱるの入湯税というのは年間で１，９００万円ほどあります。

ゆめろんは２，０００万円です。地元の観光ホテルさんはトータルで１７０

万くらいですか、年間で。平成２７年度の、というような内容でございます

けれども。とにかく町営の温泉でございますので、そのお湯も販売しなけれ

ばいけませんし、入湯税も当然当てにしているということでございますか

ら、この地域のやっぱり交流人口をふやして温泉をどんどん使ってもらうと

いうことは大いに考えたいというふうに思っております。 

 ですから、決して、クアオルトから森岳温泉が欠落したということはござ

いませんので、ご心配はないというふうに思っています。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 ５番。 

５番 （ 清水欣也 ） 

 クアオルトに結びつけているからいいというんじゃなくて、それだけが森

岳温泉の活性化対策であったのかということをお聞きしたかったわけです

よ。 

 入湯税は、町長が言うように、年間４，２００万、３００万ぐらいある。

ゆめろんが２，０００万、それからゆうぱるが１，９００万ぐらい、それか

らその他１７０万ぐらいあるんですけれども、これはトータルでいきますと

だんだん下がってきている。確かにゆめろんとゆうぱるはそこそこ今は持ち
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こたえているという状態で、ただ、そのほかの部分は、それ以外のいわゆる

温泉街の部分はだんだん下がってきている。そういうことであります。実際

に、じゃあ、ホテル経営とかその他のいわゆるお店の人たちの景気はどうか

というと、それはマイナス、下がっている、だんだん下がってきている。そ

ういうような認識をしているわけです。 
 そこで、これから、町の計画としては、今は森岳温泉対策としてはほとん

ど銘打っておりません。総合計画の中でもそのとおり、実施計画でもそのと

おり、それから総合戦略の事業の体系でも、その活性化対策というのはあり

ません。さきに私壇上で申し上げました誰かがやれば支援してあげますよと

いう、そういう政策だけしかない。それは政策とは言わないのでありまし

て、私が申し上げたいのは、はっきりと森岳温泉の活性化対策をこれからや

るんだというお気持ちがあるか、ないかということを今回の一番主力の命題

にしているわけであります。 

 そこで、これから総合戦略、それから、来年度から計画の２回目の年に当

たるわけですけれども、この２つの計画の中に、明確に森岳温泉の活性化対

策を進めるというような、そういうはっきりした位置づけをするお気持ちが

ないかどうかということをお伺いしたいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 三浦正隆 ） 
 先ほど、壇上でも申し上げましたように、まち・ひと・しごと総合戦略の

中には確かに森岳温泉という固有名詞は入っておりませんけれども、基本項

目の中にちゃんと設けておりまして、観光資源の活性化支援ということで設

けておりまして、当然、森岳温泉の活性化というものは念頭にあるというふ

うにご理解願いたいというふうに思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 
５番 （ 清水欣也 ） 

 確かに大きな項目ではあるんですよ。観光資源活性化支援というのはあ

る。ただ、これは余りにも抽象的な表現で、よくわからない。 

 それからもう一つ、かつて、先ほど町長がおっしゃったように、活性化協

議会なるものが昔あったと思うんですけれども、この結論は結局どうなった

んでしょうか。ちょっとそこの辺を聞きたい。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 伊藤祐光 ） 

 お答えします。 
 町長の答弁の中にもありましたとおり、魅力づくり推進委員会ということ

で、観光協会が主催ということで、町も、商工会も、それから関係する宿泊

施設、飲食店も入って、協議を重ねて計画をつくって、報告書をつくったわ
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けですけれども、継続して委員会を持っていくという話であったんですが、

継続がなくて、一応、中に書いてある項目の中では、クアオルトをやる、そ

れから大型看板を整備する、それから歌舞伎とか夏祭りとか、そういうイベ

ント、それから新しいイベントなどを企画してやるというところはできてい

ますけれども、継続がなかった関係で、成果に結びつかなかったという感じ

で終わっております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 ５番。 

５番 （ 清水欣也 ） 

 あの協議会には、たしか町から補助金も出ていたと思うんですけれども、

それから、構成メンバーにもなっていたと思うんですけれども、そうですよ

ね。わかりました。ということで、活性化協議会でも、そのようなトーンダ

ウンして、最後は尻すぼみしてしまったということであります。 

 私、ここで今回のタイトルに「今こそ」ということでうたいました。この

「今こそ」とした根拠を、理由をここで申し上げます。というのは、まず一

つは、人口減少に伴ってふるさと創生という気運が非常に高まってきている

ということ。 
 それからもう一つは、それに伴っていろいろな補助金や交付金が制度化さ

れてきているということであります。例えば地方創生の加速化交付金とか、

推進交付金とか、それから地域経済循環創造事業交付金とか、それから企業

版ふるさと納税とか、それから大幅な地方交付税の増とか、いろいろな要

素、私知っている段階でもこれだけ。あと、皆さん、そのほかいろいろ知っ

ていると思いますが、こういうようなふるさと創生に関連するいろいろな支

援制度がいっぱい出てきているということであります。 

 それからもう一つは、クアオルトのコースの整備に森岳温泉の活性化がぜ

ひ必要であるという、そういうような認識。 

 それから、総合戦略をもっと具体的に肉厚的なものにすべきだと。これで

あります。 

 それから、もう一つは、来年度の予算の重点事業にこういうものがありま

す。地域資源を生かした産業の活性化というテーマがございます。それから

スクラップ・アンド・ビルドという、こういうようなことで平成２９年度の

予算を編成していこうという、そういう町の大きな柱があります。ですか

ら、この柱に森岳温泉の活性化という、先ほど申し上げた地域資源の活用と

いうのはぴったりじゃないかということでございます。 
 そこで質問です。重点事業の趣旨においても、温泉に着目した温泉観光の

活性、これを一つの目玉にしてはいかがでしょうか、そういう質問でござい

ます。まず、それをお答えいただきたいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 
企画政策 （ 相原信孝 ） 
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課長  お答えいたします。 

 企画政策課としましての立場で申し上げます。 
 企画政策課といたしましては、これまでも同様ですが、さまざまな関係者

のご意見をきちんと捉え、最終的には議会のご意見、ご提言も取り入れて計

画書を策定しております。この後も同じような形で取り組んでまいりたいと

思っておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 ５番。 

５番 （ 清水欣也 ） 

 企画政策課の立場から言えばそうだということで、じゃあ、そのほかの商

工観光の立場から言えばどうなるんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 伊藤祐光 ） 

 お答えします。 
 商工観光交流課としては、新たな森岳温泉の活性化プランを立ち上げるこ

とについては、町主導で行う場合でも、関係者からなる組織をつくって、そ

れから必要性の調査とか、費用対効果とか、財源確保などの検討が必要かと

思います。また、議会とか、町民の理解も必要になるのではないかなと考え

ております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 

５番 （ 清水欣也 ） 
 私、最後の質問にしようと思いましたけれども、今、そういう発言が出た

ので、ぜひ、そういう民間とのいろいろな協議する場をつくっていただきた

いと思いますが、いかがでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 
（ 伊藤祐光 ） 
 そのことについては検討させてもらいたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 ５番。 

５番 （ 清水欣也 ） 

 検討というのは、何もしないという行政用語だそうですので、そこはちょ

っと納得いかないんですけれども、もう一度お願いいたします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 
商工観光

交流課長 

（ 伊藤祐光 ） 

 商工観光交流課の立場としては、今言ったいろいろな課題もありますの

で、検討させてもらうというところまでしか話ができないということでよろ
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しくお願いします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 ５番。 

５番 （ 清水欣也 ） 
 聞いていると、そんなにその気にはなれないような雰囲気に感じますけれ

どもね。 

 それから、スクラップ・アンド・ビルドというんですけれども、何をビル

ド、想定しておるんでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 
町  長 （ 三浦正隆 ） 

 ちょっと議員のご質問に直接当てはまるかどうか、わかりませんけれど

も、温泉の関係でいきますと、実は温泉の送湯管、大分古くなりまして方々

で漏湯しております。今年度中に設計を終えて、来年度から送湯管を全部、

全面的に入れかえする作業に入ります。平成２９年から４年間で行いたいと

いうふうに思っています。現在、温泉の１号井と４号井を使っているんです

けれども、いずれかのルートが供給不能になっても迂回して供給できるよう

な形でやりたいというふうに思っています。現在、あそこの森岳温泉の一番

上のところの分湯場というのですか、建物といいますか、ありますよね、ロ

ータリーのところに、あれもちょっと移設しながら、別の場所に移設しなが

ら、施設を更新したいというふうに思っておりまして、当然、それにちなん

で、町のほうでも何か、例えば足湯であるだとか何か付加できないものかな

というふうに考えておりまして、今後、スムーズにお湯が流れることによっ

て、温泉地としての魅力が増すだろうというふうに考えています。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 ５番。 

５番 （ 清水欣也 ） 
 送湯管の取りかえは、それは物理的なビルドであって、事業のビルドでは

ないですよ。このビルドの部分に新しい要素として森岳温泉の活性化とい

う、その事業を組入れてはいかがでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 町長。 

町  長 （ 三浦正隆 ） 

 きょうは議員のほうからどういうご提言があるのか、大変楽しみにしてお

りますので、ひとつ、中身によってはそういう一文を設けたいなというふう

に考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 ５番。 

５番 （ 清水欣也 ） 
 それでは、湯沢市に湯沢の皆瀬に個人的に私行っていろいろ現地調査をし
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てきた中の２、３をご紹介いたします。 

 今、企業版ふるさと納税というものがあります。これを使って、湯沢市の

皆瀬は今事業展開をしようとしています。これはミントという、いわゆる香

草類です。香草類を水耕栽培でやろうと、これを企業のふるさと納税でやろ

うという計画が今出ておりまして、総務省から認定になりました。これは全

国で１０２あるうちの１つに湯沢市が認定されたようですけれども、これを

ふるさと納税のお金を使ってやることになった。 
 ただ、皆さんご承知のように、ふるさと納税というのは、二つの方法があ

って、一つは、あらかじめ企業と相談の上、話をつけて総務省に事業認定を

依頼する。だから、事業認定を受けさえすればすぐ着工できる。もう一つの

手法は、そうじゃなくて、あくまでも町の段階で計画を立てて総務省の認可

を受けて、お客様、納税してくれる人、業者を探す。この２種類があるんだ

そうですけれども、湯沢市の場合は後者の場合だそうですけれども、この手

法もあるわけです。まだ客様は見つかっていないようですけれども、この手

法もあるわけです。 
 それから、大館市の雪沢のドジョウの養殖場は、これは地域経済循環創造

事業交付金ということで、国から５，０００万円の交付金をもらって事業を

立ち上げているわけです。 

 それからもう一つは、湯沢に戻りますけれども、コンビニ会社ローソンと

の連携でトマトの冬期栽培をやっている。これはもちろん業者といろいろ負

担を分けながら、負担を出し合いながらそういう事業をやっているというよ

うなことです。 

 あるいは野菜工場の乾燥場を生産者組合を立ち上げて、そこに指定管理委

託をしている。指定管理を委託して野菜の乾燥をやっていると、こういうよ

うな話。 
 そういういろいろな手法があるわけですよ。そういう手法をやりながら、

私たちの森岳温泉の利活用を考える。そういうことはできないだろうかとい

う考え方をしているわけです。それは何々という、この部分、具体的なこれ

ということは、私は今は申し上げられませんけれども、そういうような仕組

みがあるのでそういうものを駆使しながらやっていけないだろうかという、

そのほかにもいろいろあるわけですけれども、そういうものを立ち上げるた

めの計画を練ってはいかがでしょうかという、そういう質問であります。 

 森岳温泉の周辺の開発は、クアオルトの推進に大きな弾みになるというふ

うにも考えているわけですよ。ですから、そういうような計画をひとつ立て

るべく、思い切った対策をひとつ練ってはいかがでしょうかというのが質問

なんですが、町長、再度お聞きいたします。そういうお気持ちはないでしょ

うか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 
町  長 （ 三浦正隆 ） 
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 ただいま清水議員がおっしゃったのは、一つの例ということで、ドジョウ

とか、それから香草、香りのあるハーブとかの栽培だとか、地熱を活用した

温室栽培なんでしょうか、トマトの栽培等は一つの事例でしょうからあれで

すけれども。実は、こういう温泉街の活性化の中には、例えばいろいろ、そ

のほかにもいろいろあると思いますし、例えば、カントリーパークと惣三郎

沼というものも、一つのクアオルトの方々が歩いているコースでもあるんで

すけれども、例えばあそこにグラウンドゴルフ場が一部芝生を使いながらあ

るわけであります。いつだったか、議員のどなたかからもご質問ございまし

たけれども、下のほうのゲートボール場でしたか、（「テニスコートです」

の声あり）テニスコートとか、余り利用されていないテニスコートがあると

いうので、ほとんど人がいないというふうな話もあります。ところがあれを

全部一周できるようなコースにすると大変私はおもしろいコースになるのか

なというふうに、この辺ではないような大きなコースになるのかなというふ

うな感じもしていますし、それから、例えば森岳温泉の一番上の秋北バスの

バスの転回場のところを、例えばこの時期、皆さんどこの市町村もシャイニ

ングストリートという電飾をいっぱい使った通りをつくっているんですけれ

ども、たしか前にも、昔、温泉冬祭りとかというのをたしか随分やりまして

盛んだった時期があったんですけれども、坂の途中の両側の並木に電飾をや

るだとか、いろいろな手は私はあると思いまして、何か手を打ちたいなとい

うふうには感じております。今、議員のおっしゃった養殖とか栽培につきま

しては、それをやる方がいなければ、とても町で主体となってドジョウを栽

培するというわけにはいきませんので、そういう意味では、何か地元の方々

のお声を聞きながら、森岳温泉のほうで、また地域の人もやる気を持ってい

ただけるような、そういうメニューをつくりながらやってまいりたいという

ふうに考えています。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 
５番 （ 清水欣也 ） 

 町長もいろいろの案の一端を述べられましたけれども、私が言うのは、そ

ういうものを、周辺整備をいろいろやって、ゴルフ場の話もそれもみんな含

めて一体化したものの絵を描こうじゃないかという話なんですよ。そういう

ものを、構想を練って、その上で町はこうするんだと、町の負担はこうする

んだということを、そういう全体的なものを舞台に乗せようじゃないかとい

うのが私のきょうの質問の趣旨であります。 
 ですから、町長が今言ったような、テニスコート、これは前に堺谷さんが

質問されたんですけれども、あのスペースも非常にいいじゃないですか。そ

ういう話をひとつトータルで描く、そういうものを、セクションを町でつく

って、みんなで知恵を出し合っていこうじゃないかというのが私の主張なん

ですよ。 
 町長が言った誰かがやってくれる人がいなければという話ですけれども、
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そこを、大館の雪沢と同じように、農林課がコーディネートしたんですよ。

国の補助金を持ってくる。鉛筆をなめる。それから金融機関との結びつきも

みんな農林課がやったんですよ。そういう引き上げるという、その部分が我

々に足りないと言っているんですよ。だから、そこを駆使しながら、ひとつ

民間の意欲を引き出すと、そういう話なんですよ。 
 湯沢市の例のふるさと納税もしかり、これもみんな役場が仕掛けているん

ですよ。我々もそういう誰かがやるだろうじゃなくて、こちらからある手を

差し伸べる、そのことをやらない限り、私は絶対に乗ってくる人はいないと

思います。 

 大きな事業でなくても、一つ一つ、温泉の活性化に向けて枝葉を伸ばして

いくという、そういうふうな試みをこれからしようじゃないかというのが私

の提案なんですが、いかがでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 三浦正隆 ） 
 議員のおっしゃる趣旨がよくわかりました。今までちょっと、どのような

論点をお持ちなのかなというふうに、ちょっと私もよく理解できないままお

話ししていましたけれども、大体趣旨がわかりました。そういう意味で、町

が積極的に介在しながら、というお話のようでございます。 

 実際、ドジョウも、実はことし、森岳温泉郷ではございませんけれども、

下岩川と内鯉川のほうで２カ所、ドジョウの養殖をやっているグループがあ

りまして、町の１００万円の補助金を使いながら、新聞報道等によります

と、成功して順調にいっているということですし、先日も、きのう、おとと

いですか、県立大の先生を入れて研究会もやったというようなことでござい

ますので、多分、そういういろいろな成功の事例を見てくれば、それにまた

やりたいという方も出てくるだろうというふうに思っております。 

 そういう意味で、本当に議員のおっしゃりたいことはよくわかりましたの

で、ひとつ町のほうでもそういう話し合いの場とか、それから研究会とか、

そういうものを持ってまいりたいというふうに考えています。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 
５番 （ 清水欣也 ） 

 今、入湯税の話をしましたが、ゆめろんとゆうぱるの入湯税を、決算額を

除いて、そのほかの入湯税の額が１７７、８万円あります。これはどこの事

業に充当しているんでしょうか、今の予算に。それをちょっとお聞かせくだ

さい。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 町長。 

町  長 （ 三浦正隆 ） 
 入湯税は一般財源化しておりますので、特に特定の事業にはなっていない
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はずでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 ５番。 

５番 （ 清水欣也 ） 
 そうくると思いました。だけれども、これは目的税なんですよ。入湯税

は。ですから、一般財源であることはわかりますけれども、どういうところ

に力点を置いてこの目的税を注入しようとしているかということをお聞きし

たかったわけです。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 総務課長。 
総務課長 （ 木村信悦 ） 

 私のほうからお答えいたします。 

 そこまで今資料等を準備していませんでしたので、今ちょっと確認した上

でお答えさせていただきたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 ５番。 

５番 （ 清水欣也 ） 
 私の質問の趣旨は、この１７０万という、ゆめろんとゆうぱるを除いた入

湯税を、１７０万を使って、来年度、森岳温泉の活性化のための調査費の財

源にしていただきたいと思っているんですが、いかがでしょうか。調査費を

計上していただきたい。その財源にこの約１７０万を、もちろんそれ以内で

いいですけれども、２０万でもいいですよ。３０万でもいいですよ。町がこ

れに向かうんだという、その意思をはっきりさせるために２０万でも１０万

でもいいんですよ。調査費を計上するという、それはいかがでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 町長。 

町  長 （ 三浦正隆 ） 
 入湯税につきましては、確かに議員がおっしゃるような議論もございま

す。これはもともとは特定財源であったので、特定財源の使途をはっきり明

確に年間でどのぐらい使ったのかを公表しながら、というような話をされる

方もおりますけれども、ただ、これは既に一般財源の中に入っておりますの

で、特に１２０、プラス、５０の１７０をこれに使いなさいということは、

私はちょっと、町としては「はい、そうですか」と言うわけにはまいらない

というふうに思っています。ただ、調査費をつけることにつきましては、町

の可能性といいますか、温泉郷の可能性を考える上では、それは全然、直で

はできないわけでありますので、何らかのものはこれはつけなければならな

いだろうとは考えています。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 
５番 （ 清水欣也 ） 

- 40 - 

 私の本当の趣旨は、入湯税云々にこだわるわけじゃないんですよ。ぜひ、

幾らでもいいから、調査費を計上して、これに向かうというそういうものを

示していただきたいというふうに思ったからでございます。 

 それとともに、これはクアオルトもいろいろ、課内室をつくってこれを推

進しているわけですけれども、森岳温泉の活性化についても、ひとつ、課内

室まではいかないまでも、プロジェクトチームをつくってはいかがと。調査

費を計上の上、プロジェクトチームをつくって、あるいはプロジェクトチー

ムという大げさなことでなくても、いわゆる専従職員を置いて、ひとつこの

項目についてはっきりここに進むという、そういう形をつくったらいかがで

しょうかと、そう思うんですけれども、いかがでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 三浦正隆 ） 

 専門の担当室をつくってというお話でございますけれども、なかなかそこ

まではちょっと、今。（「そういうことじゃないですよ。それは要らないと

言っている」の声あり）専従の職員、専従化というようなお話もございまし

たけれども、当然、この関係でいくと、企画とか商工観光とか、こうなるわ

けでございますけれども、それぞれ人員削減でかつかつの状態でやっている

ところでございますので、そこのところはちょっと、専従化というのはちょ

っと無理だということは申し上げたいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 

５番 （ 清水欣也 ） 
 専従化じゃなくて、専従化、クアオルトみたいに、課内室をつくりました

よね、クアオルトは特別に。あれほどまででなくてもいいから、主として森

岳温泉の活性化の業務をやるようなセクションをどこかの課の中に置いて頑

張ってもらうと、そういうことはできないでしょうかという質問でありま

す。 

 調査費というものは、じゃあ、つければ、調査はどういうものを調査する

んだというかもしれませんが、例えば開発メニューの研究だとか、それか

ら、国・県の支援制度の探し方、それから民間との連携、それから先進地視

察、それから活性化構想づくりのいわゆる勉強ですよ。そういうものを、ま

ずはそういうところから始めようじゃないかという意思であります。そのた

めの調査費計上であります。 
 それから、プロジェクトチームなるものは、これはもっと格上げになるん

ですけれども、いずれそういうものをここでやってはどうかという、そうい

う話でございます。 
 もう一度、町長、お願いします。今言ったような調査費を計上して、そう

いう専門に仕事をする班員を置くと、そういう方針ではいかがでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 町長。 

町  長 （ 三浦正隆 ） 
 大変結構なご提言でございますので、前向きに検討させていただきたいと

いうふうに思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 先ほど、５番さんに保留しておりました総務課長より答弁いたします。 

総務課長 （ 木村信悦 ） 
 それでは、お答えします。 
 入湯税につきましては全て商工費に充当しております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 ５番。 

５番 （ 清水欣也 ） 

 あと２つだけです。 

 これは紹介です。私、大船渡に行ってまいりました。陸上のアワビの養殖

の随一の業者でありますけれども、この方の会長さんと、それから社長さん

とお会いしてきました。８０歳と４０何歳、会長さんと息子さん、これとい

ろいろお話をしてまいりました。そして、私、実は森岳温泉の分析表を携え

てまいりました。それから、水そのものも持って行きました。温泉水そのも

のも２０リットルいただいて持って上がりました。 

 そうしたら、その会長さんがこの分析表を見て、秋田県の分析化学センタ

ーで出したあの分析表の写しを私持っていきました。そしたら、それを見

て、「宝の山ですね」と言われました。「宝の山というと、会長さん、どう

いうことですか」と言ったら、「いやいや、この水だったら何でも使える」

と、こういう話です。「特に何ですか」、「それは無菌の水だからですよ」

と。それから、「これは海水と同じでしょう」と、「同じです」と。「これ

はすごいじゃないですか」と。それから、「６６度もあるんだ。うわあ、こ

れは宝の山ですね」と、こう言われたんですよ。そう言われて気をよくして

帰ってきたところです。もし参考にできればと思います。 

 それから、梅の加工会社である秋田の方と町長とお会いしたことがあると

いうお話でしたけれども、この人は琴丘の梅を今利用しているわけですけれ

ども、これの熟成と殺菌に温泉の熱を常時使えたらいいですねというような

こともおっしゃっていました。 

 ということで、最後になります。 

 温泉の活性化の問題と絡めて、最後に質問いたしますが、私たちの事業、

産業の振興というのは私ちょっと弱いような気がするんですよ、我々の町の

事業全体で。これ、何とか力を入れられないかというふうに自分なりに考え

ました。そして、結論は、前にも一度、私申し上げたかと思いますが、あき

た企業活性化センターというものがあるんですけれども、このセンターの三

種町版みたいな組織ができたらなといつも思っているんですよ。 
 どういうことかというと、国と県と市町村の支援策の情報提供ですよ。そ
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れから、意欲のある企業探しなんですよ。それから、企業と金融機関と、そ

れから自治体とのコーディネーターの役割を果たす。これが企業センターの

役割なんですよ。機能なんですよ。こういうものがもし我がほうにあればな

と。要するに、三種町全体の企業をみんな見渡せるという、そういうものが

あればなと思ったわけです。 
 こういうものがあります。これはセンターで出している手引きなんですけ

れども、これは平成２５年版ですけれども、これが創業・中小企業のための

補助金融資等の手引きなんです。これは４６項目の融資あるいは補助金、貸

し付け、その制度があるんです。これを企業センターの職員は全部わかって

います。これを持って、頭に入れて、秋田県の企業をいろいろ回って歩い

て、手を引っ張る。そういう働きを日夜やっているわけです。私もこれを利

用して縫製工場の機械をセットしました、これはこの融資を受けて。 

 というような感じで、これが、今言ったのは秋田県内ですけれども、これ

が三種町のセンター版があれば何ぼいいだろうと思うわけですよ。そういう

ことで、最後の質問は、温泉を含めた活性を含め、三種町の町の産業の活性

を図るためにそういうような組織が必要ではないか。それは課内室でもいい

わけですよ。専従班だけでもいいわけですよ。そういうものを置いたほうが

いいんじゃないかと、そういうような提案であります。これが最後の質問で

あります。いかがでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 町長。 

町  長 （ 三浦正隆 ） 

 大変、私も大体同じようなことを考えていますけれども、なかなか、県と

違いまして、地方自治体、特に町村の場合は、そういう意味では、人材面で

厳しいというのは現実でございますけれども、私も少し、産業振興、商工業

の振興につきましては、農業振興とあわせて、もう少し頑張らなければいけ

ないなというふうに思っていますし、目下、商工観光も大分頑張ってきまし

て、いろいろよその事例等を、結構、地域雇用創出推進事業とか、自分方で

いろいろ考えながら、メニューも７つまできております。まだまだ、県の活

性化センターには足元にも及びませんけれども、何とかして、商工のほうの

人材をふやしながら、厚みを増して、そういうような活動をできるように頑

張らせたいなというふうに思っておりますので、ちょっと、今後の展開にな

りますけれども、少しそういう層をふやしていきたいというふうに考えてお

ります。（「終わります」の声あり） 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番、清水欣也議員の一般質問を終わります。 

 続いて、１３番、後藤栄美子議員。 
１３番 （ 後藤栄美子 ） 

 私より「災害のときの町の消防の対応は」ということで質問させていただ

きます。 
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 ことしは、熊本の大地震がありました。また台風も、我が町は被害がなか

ったけれども、北海道などは大変な被害がありました。このような災害時に

消防団は町民の生活と命を守るため日々精進されております。 

 １０月８日の大雨で川の水かさがだんだんふえてきました。山本地域の同

僚議員に聞いたところ、「もう水が来た」と言っておりましたので、今回も

平成２５年のときと同じように大洪水になるかと思いました。 

 そこで、４つの質問をいたします。 
 １、町は見回りしていると思うが、消防団にはどのような状況のとき要請

するのか。また、その消防団は、洪水の地域の消防団だけなのか。 

 ２、避難勧告は、消防署、町のどちらがするのか。 
 ３、三種川は一番被害が大きいが、他の川はなかったのか。 

 ４、鵜川川は現在、流砂がかなり高く積まれております。川幅も普通のと

きで砂のところまでは５ｍ未満の幅があります。この砂を取ってもらえない

でしょうか。 

 以上で、私の質問は終わります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番、後藤議員の壇上での質問が終わりました。 
 後藤議員の質問に対し当局より答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 三浦正隆 ） 

 １３番、後藤議員のご質問にお答えいたします。 
 １つ目の、消防団には、どのような状況の時に要請するのか。また、その

消防団は洪水の地域の消防団だけなのか、についてでございますけれども、

町の対応としましては、三種町水防計画というものがございまして、その計

画に基づき、気象庁及び秋田県河川砂防課、そして、総合防災課から気象情

報を受けましたときには、この情報には、警戒警報とか、それから注意報を

含めますけれども、その気象情報を受けましたときにはその情報を判断した

上で水防体制を整えております。 
 今はパソコン上で県のホームページにアクセスしまして、県の河川砂防シ

ステムというところを開きますと三種町の全域が出まして、その観測地点を

クリックしますと、水位がどのくらい、雨量がどのくらいというものが出る

ようになっております。 
 この県の河川砂防システムを活用しまして、三種川の水位等を常に注視し

ながら対応を行いますけれども、目安となる「水防団の待機水位」となりま

すのは、下岩川の長面（宮橋）のところでは２メートル３０センチでござい

ます。この水位に達するおそれがあるとき、または達したときには、水防管

理者である町長が直ちに三種町消防団、水防団でもありますけれども、こち

らのほうに通報しまして、あらかじめ定められた計画に従い出動し、警戒と

防御等の体制をとります。 

 また、町から指示を受けました三種町消防団長は、直ちに副団長、そして

支団長、それから各地区の地元分団長に順次連絡をしてまいります。その体
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制を整え、必要な団員を招集し、消防団長の指示、命令により水害の警戒等

の水防活動に当たらせるものとしております。 
 議員ご質問の２つ目の避難勧告についてでございますけれども、避難勧告

などの発令は、原則として町長が行うものであります。避難勧告等の発令

は、町が住民等の生命、身体及び財産を災害から守るために実施するもので

ありまして、迅速な避難勧告等の発令のため、三種町避難勧告等の判断・伝

達マニュアルというものがございますけれども、これによりまして具体的か

つ客観的な発令基準を定めており、このマニュアルに基づき発令を行ってお

ります。 

 議員ご質問の３つ目の三種川以外の河川に被害はなかったのかについてで

ございますけれども、三種川以外では、鵜川川上流部において護岸の一部決

壊がございましたけれども、それ以外では確認されてございません。 

 ４つ目の鵜川川の砂を取ってもらえないかということにつきましては、鵜

川川は２級河川でありまして、県管理河川であることから、山本地域振興局

建設部に確認しましたところ、一昨年、要望があったものの、何らかの都合

によって実施には至らなかったというふうに聞いております。昨年の夏に水

面より上の部分の砂を除去をしたと、実施したとのことでございました。 
 以上で終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番、後藤栄美子議員の再質問を許します。１３番。 
１３番 （ 後藤栄美子 ） 

 町から指示を受けるには、消防団の団長、それから副団長、支団長、各地

域の消防団と、町長が今答えてくれましたけれども、私が言うのは、各、今

災害に遭っているその地区の消防団だけにするのですか、全団員にするので

すか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町民生活課長。 
町民生活

課長 

（ 川村義之 ） 

 私のほうからお答えいたします。 
 消防団の招集については、先ほど町長も説明いたしましたけれども、基本

的には、まず最初に、町のほうから消防団長のほうに連絡をいたしまして、

その後、消防団長から順次それぞれの順番に連絡するわけですけれども、い

ずれ水防計画によりますと、三種町管内にある各河川については、それぞれ

担当する分団が決まっております。例えば、鵜川川については八竜の第２分

団と第３分団が最初に、まずそこの指示命令が出た場合に最初にまずそこで

監視するとか、防御体制をとるというような形になっております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 １３番。 

１３番 （ 後藤栄美子 ） 
 そのとおりで、鵜川、第２分団は、６時ごろ、「役場から連絡があって来
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た」と言って、私の裏のところ車を置いておりました。 

 先ほど、質問でちょっと曜日を間違っておりました、土曜日です。ちょう

ど休日なので、団員の数が少なくて、最初は数名、一番最初、６時ごろには

係の団員さんが１人だけ来ていたんです。それで、水かさがずっと増してき

たので、役場のほうに連絡したところ、ちょうどそのころだと思います、三

種町の消防団の車が来て、いろいろ写真を撮ったりして、これはちょっと土

のうか何か置かなければならないということで、そのとき初めて砂を持って

きて土のうを積みました。そのときは企画課長も手伝っていたようです。 
 途中で、久米岡、川尻の消防団が来たそうですが、避難勧告があったらし

くして、自分のほうも危ないということで帰ったということですけれども、

鵜川川にいる消防団は、休日であったために、いろいろ催し物があったりし

て、団員が本当に、私のうちの倉庫で休んでおりましたけれども、５人か６

人ぐらいしかいなかったんです。 

 要するに、三種川が氾濫すれば、鵜川川も一緒に氾濫します。道路も水が

つかった状態になって車が歩かれない状況になっておりましたけれども、消

防団が少ないというか、地元の被害に遭っているところの消防団だけが来る

のかなと私本当に疑問に思いました。このことについて、町長、お願いしま

す。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町民生活課長。 
町民生活

課長 

（ 川村義之 ） 

 お答えいたします。 

 いずれ、八竜地域を例に例えるとすれば、確かに、先ほど私が地元の消防

団がまず最初に来るんだよというようなお話はしました。しかし、八竜地域

においても支団ということがございまして、鵜川地区と浜口地区にもそれぞ

れ消防団がいろいろあります。したがいまして、例えば地元の消防団が出動

した際にでも、当然、支団長、これは八竜地域から出る支団長、それから副

団長もおりますので、それらの方に連絡して、どうしても、災害のやっぱり

規模によっても違いますけれども、やはり大きな災害が想定されるとなりま

すと、当然、ほかの団員のほうも皆参集するというような中身になっており

ますので、どうかご理解いただきたいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 後藤栄美子 ） 
 夜中の１２時ごろでもまだ水かさが増していたんです。ちょうど土のうを

積んでおりましたけれども、私もずっと起きていたわけでもないですけれど

も、何か消防団の鵜川の分団の方々が帰ったのは朝の３時ごろだったそうで

す。そういうときの解散とかというのは、これで水位が下がったから解散す

るかという、全然、そういう上からの達しとかそういうものがなくて、団員

の方々の考えになるんですか。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 町民生活課長。 
町民生活

課長 

（ 川村義之 ） 

 お答えいたします。 
 いずれ消防団の出動して、その後、解散といいますか、解除する場合にお

いては、当然、そこの水位等を十分判断した上、そしてまた、この後も雨が

降らないと、そういうような総合的に判断した上で、八竜、消防団長を初

め、それぞれ副団長、それから支団長の指示のもとで解除をまず行います。

ただ、解除を行っても、また増水する、そういった不測の場合があった場合

等を想定して、地元の分団にだけは、ほかの分団と違いまして、最終的に大

体何時ごろまでは確認をお願いするというふうなことを今までもやっており

ます。したがって、多分、地元の分団の皆さんについては、ほかの分団はそ

れよりも早く解散したかもしれませんけれども、いずれそういった状況でご

ざいます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 １３番。 

１３番 （ 後藤栄美子 ） 
 先ほど、課長のほうから、地元の支団長、八竜、鵜川と、それから浜口の

ほうに要請しているとおっしゃっていましたけれども、浜口の方で、個人の

名前はあれですけれども、平成２５年のときの洪水のときにも最初から最後

までいてくれた人がいました。その方は顔を出して、１時間に何ぼぐらいず

つふえているなとかとしゃべっていったんですけれども、私の知る限りで

は、ほかの三種町の消防団もこちらから連絡行かなければ来なかったという

ような話しぶりでありました。だから、三種川も鵜川川も同じくらいの洪

水、雨が降ったときはなりますので、どうかよろしくお願いします。 
 第２の問題ですけれども、避難勧告は、それは町で町長が行うということ

です。テレビで流しているのを見ましたけれども、避難勧告は、森岳の大町

と久米岡地区だけですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 町長。 

町  長 （ 三浦正隆 ） 
 避難勧告と、その後すぐ避難指示も出しておりますので、避難指示は、下

岩川の長面、それから全域ですね。それから森岳地区は、森岳温泉と林崎地

区です。それから、その後、久米岡と川尻のほうに避難指示を出していま

す。避難指示を出しますと、ＮＨＫの速報に全国版で出るんです。その都

度、放送局から電話が入っていますので、それは県も伝えますし、それから

放送局にも回るように、行くようになっています。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 後藤栄美子 ） 
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 山本地域、森岳地区の避難場所はわかりませんけれども、久米岡地区が避

難勧告を受けて避難したと聞きました。同地区は、集会所が堤防のすぐ下に

あるので、そこに避難するのはやっぱり危険で、久米岡全体が避難したんで

すよね。久米岡の住民が全員同じところに避難したのでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町民生活課長。 

町民生活

課長 
（ 川村義之 ） 
 私のほうからお答えいたします。 
 まず、久米岡地区においての、今回、避難場所と指定しているのが、安戸

六の児童館でございます。先ほど議員が言ったとおり、確かに久米岡地区の

集会所は堤防より下にありますので、もしあそこがあふれた場合は、当然、

あそこもまた大変危険な状況になるということでありまして、それで安戸六

にしております。今回はまず、実際には１１時１５分に避難指示を出したわ

けですけれども、その前に、以前に、今回、久米岡の自治会長さんも大変防

災意識にご理解ある方で、早く避難指示を出してほしいとか、あるいは出し

た場合はすぐに教えてほしいと。放送よりも早くほしいということでありま

して、何か話を聞くところによると、既に避難指示をするという方向で何か

自治会の役員の皆さん方が対応したと聞いております。 

 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 町長。 

町  長 （ 三浦正隆 ） 

 後藤議員のご質問に関連しまして、実は、避難場所としては安戸六の児童

館を指定したんですけれども、ただ、今回は道の駅に逃げた方もおいでのよ

うです。これはトイレだとかそういう関係で、やっぱり人が少ないところに

多く集まるとトイレが大変だということで道の駅に逃れた方もいますし、そ

れから親戚のうちに行った方もおいでのようでございます。ですから、必ず

しも避難場所だけに行ったわけではなくて、いろいろなそれぞれの判断で動

いたようであります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 後藤栄美子 ） 

 三種川が氾濫すれば、いつも久米岡地区が危なくなるようですので、避難

場所もこれからは考慮しなければならないのではないかと思います。 
 ３番目の被害の大きさというところですけれども、先ほど町長が鵜川川の

堤防が決壊したと言っていましたけれども、上のほう、どちらなんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 建設課長。 

建設課長 （ 高橋善浩 ） 
 お答えします。 
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 外岡地区のほうで護岸の一部が決壊がありました。 

 以上です。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 後藤栄美子 ） 

 わかりました。私、きのう、川尻のほうの三種川のところを見てきたんで

すけれども、橋を境にして、久米岡のほうの堤防はきちっと整備されており

ますけれども、上流のほうの堤防と家の境みたいなものが何もわからなく

て、ずっとこちらの久米岡寄りのほうの堤防から見れば、上流のほうが物す

ごく差があるように見えて、平成２５年のときの大洪水でも一番最初にそこ

が浸水したと聞きました。床下まで行ったと聞きました。だから、町のほう

では、橋より上流のほうのあそこら辺の堤防の木とかああいうものを確認し

ておるのでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 
建設課長 （ 高橋善浩 ） 

 先ほど、町長も答弁しておりますけれども、鵜川川、三種川は県の管理で

ありますので、いずれ県のほうへは要望しております。 

 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 １３番。 

１３番 （ 後藤栄美子 ） 

 でも、あれは町からも要請していかなければ、私はちょっと、木の育ちぐ

あいとか、それから堤防のコンクリートのあれがわからないんです、そのよ

うになっています。だから、町もちゃんと確認して県のほうに申請していた

だきたいと思います。 

 それから、４番目の質問ですが、町長は、昨年、夏に除去したと言ってい

ましたけれども、どのようにしていたか私ちょっとわからないですけれど

も、冬に、今ごろ来たのはわかるんです、大型機械を置いて。そうしたら、

除雪の機械があそこに雪をなげるんです、ローダーで。だから、道路が汚く

なるということで去年はやめたんです。だから、自治会のほうでも多分申請

していると思いますけれども、何年か前にはきれいに砂をとったことがある

んです。今、物すごい量です。そこをどうか町でも申請するようにお願いし

たいんですが、いかがですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 高橋善浩 ） 
 お答えします。 

 県の建設部と町と会議を毎年開催しておりまして、その際に要望しており

ます。 
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 雪で汚くなるからということだったんですけれども、県に確認しましたと

ころ、雪を捨てるためにというふうなことでできなかったというようなこと

で、それで去年、水面より上の砂を除去したというふうなことでありまし

た。 
 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 後藤栄美子 ） 

 前の建設課長にも何とか継続で話してくださいと言いました。だから、ど

うか県のほうにお願いしたいと思います。 
 これで質問を終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番、後藤栄美子議員の一般質問を終わります。 

 次に、１６番、平賀 真議員。１６番。 

１６番 （ 平賀 真 ） 
 それでは、私からさきに通告しております３点について町長の考えをお伺

いしたいと思います。 
 １点目でございます。 

 災害対応への総括、検証についてお伺いいたします。 

 ただいま後藤議員も質問ありましたように、１０月８日の大雨災害に対し

てのことでございます。当日は、夜でございましたが、担当職員、消防団の

迅速な対応に深く感謝を申し上げたいと思います。また、災害復旧に向けて

の建設課、農林課を初めそれぞれの総合支所の職員の皆様の活動に対し、改

めて御礼を申し上げたいと思います。 

 被害箇所復旧後、次の災害に備え、どのような検証が行われたのか、お伺

いいたしたいと思います。 

 １点目です。避難指示の発令についてお伺いいたしたいと思います。 
 先般、１２月の県議会でも取り上げられておりましたように、三種町の避

難指示について、対応で議論がされておるようでございます。１点、これは

訂正になるかと思いますけれども、先ほどの町長の行政報告の中で、避難指

示は３，０７０人、町では実際に避難した方が６９人となっておりました

が、県議会の質疑の中では、質問に立った議員の方が９１人というふうに質

問をされておりましたので、もし、この点が間違いであれば、県本部のほう

に訂正を要求したほうがよろしいかと思います。 
 ２点目でございます。避難所への対応についてお伺いいたしたいと思いま

す。 

 行政報告の中にもありましたけれども、河川以外の氾濫排水路への改修に

ついて、今後どのような対策がとられているのか、お伺いします。実際のと

ころ何カ所あったのか、把握しているかと思います。あわせてお伺いしたい

と思います。 

- 50 - 

 また、土砂災害危険地域の未然防止対策についてお伺いいたします。今

般、牛沢地区で土砂が崩れ、家屋の倒壊の危険もありました。かねてより土

砂災害危険地域に地図等で指定されておりますけれども、どのような対策が

とられているのか、お伺いいたしたいと思います。 
 また、あわせて降雨計、雨量計の設置箇所は現在どのような進捗状況にな

っているのかもお伺いいたします。先ほども質問にもありましたように、三

種川以外の河川の管理状況、言ってみれば、今回の氾濫状況とか、当然、県

の管理河川もあるでしょうけれども、どういった管理状況、言ってみれば立

木の伐採等、川幅の狭くなった等、どのように管理されているのか、お伺い

いたしたいと思います。 
 次の大きな２点目でございます。 

 空き家管理状況についてお伺いいたします。 

 危険な空き家に対しては対策がとられておりますが、建物が現時点堅固で

あっても所有者が不明で全く管理されていない家屋は何軒あるのか、お伺い

いたします。 
 庭木や雑草が伸び放題で、衛生上の問題、また、屋根からの落雪等近隣住

民に被害を与えている場合、何らかの対策が必要ではないかと思います。お

伺いいたします。 

 ３点目でございます。 

 ボランティア活動中の事故への対応をお伺いいたします。 
 多くの町民が清掃や見守り隊、また各種イベントの手伝い等でさまざまな

形でボランティア活動をなされております。従事中に交通事故を初め、けが

をする場合も予見されます。自身の傷害保険、また、相手や物に対する賠償

保険等の加入状況はどのようになっているのか、お伺いいたします。 

 以上３点、ご答弁よろしくお願いいたします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １６番、平賀 真議員の壇上での質問が終わりました。 
 平賀議員の質問に対し当局より答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 三浦正隆 ） 
 １６番、平賀議員のご質問に対してお答えします。 

 初めに、避難指示の発令についてでございます。 
 町の対応としましては、避難勧告等の発令は、住民等の生命、身体及び財

産を災害から守るために実施するものでありまして、町では迅速な避難勧告

等の発令のために三種町避難勧告等の判断・伝達マニュアルを策定しまし

て、それに基づき行っております。 
 また、今回の大雨災害は、下岩川地区の雨量観測所のデータによりますと

午後３時から午後６時までの短時間に１１８ミリの降雨量を記録し、そのた

め三種川の水位が急激に上昇したものでございます。 

 下岩川水位観測所、これは宮橋のところにございますけれども、の避難勧

告等の発令基準ですが、水位が２メートル３０センチになりますと水防団待
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機、氾濫注意水位である２メートル８０センチに達したときに避難準備情報

を発令します。そして、避難判断水位である３メートル１０センチを越え、

氾濫のおそれがあるとみられるときは避難勧告発令をいたします。最後に、

氾濫危険水位である３メートル６０センチを超えたとき、または堤防が決壊

するおそれあるときに避難指示を発令します。 
 このような、県が設置している水位観測所は三種町管内に２カ所ありまし

て、下岩川水位観測所、これは長面の宮橋です。と森岳水位観測所、これは

大町の歌橋のところにございます。この２つでございます。おのおのの水位

観測所によって避難勧告等の判断基準は異なりますけれども、避難勧告等

は、空振りを恐れず早目に出すことを基本としておりまして、住民が適時に

的確な判断・行動ができるような情報を提供してまいりたいというふうに考

えております。 

 次に、避難所の対応についてでございます。町の対応としましては、円滑

な被災者の救援・救護対策を具体的に定めました避難所開設マニュアルに基

づき対応をしております。 
 今回の大雨災害による避難所を開設しましたのは、三種町管内で６カ所で

ありました。避難された方々につきましては５６世帯、９１人でありました

が、三種川の上流の下岩川地区に開設した避難所２カ所に避難された方、こ

れは６人でございますけれども、この６人と深夜にもかかわらず、下流の川

尻・安戸六に開設した避難所に避難した方５６人という人数をみても避難行

動に対する地域の温度差の違いが表れておりまして、住民に対し災害が発生

した場合にどのような避難行動を取るべきかについて、自治会長会議及び町

広報等を活用しながら知識と情報提供の周知徹底を図ることが重要と考えて

おります。  

 次に、氾濫排水路の改修につきましては、自治会要望でも何カ所か改修要

望がありますが、それぞれの箇所によって氾濫する原因が異なるほか、流末

まで考えた場合、他団体管理となったりすることなどもあり、すぐに改修で

きていないのが現状であります。 

 次に、土砂災害危険地帯の未然防止対策につきましては、町内には、地滑

り災害危険箇所が４カ所、急傾斜地崩壊危険箇所が２２カ所、土砂災害警戒

区域及び特別警戒区域が２８カ所など、多くの指定箇所があり、これらの箇

所についてあらかじめ災害防止策を施すことは非常に困難なものと考えられ

ます。このため、当面は、住家のある危険地域につきましては、防災計画に

定める警戒避難雨量を参考にしながら早目の避難を促してまいりたいという

ふうに考えております。 
 次に、降雨計の設置についてであります。この雨量計の設置状況について

は、県の河川砂防システムによる雨量観測所は、三種町管内に４カ所設置さ

れております。場所につきましては、上岩川の小新沢地区と、それから下岩

川の長面地区、森岳の大町地区、そして鯉川の天瀬川地区のこの４つであり

ます。また、山本総合支所で管理しております雨量観測所については、３カ
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所に設置されておりまして、場所は下岩川の小町地区と谷地の沢地区に、そ

して、金岡の金光寺にございます。琴丘総合支所で管理している雨量観測所

についても３カ所に設置されておりまして、場所としましては上岩川の落合

地区、鹿渡の泉沢地区、鯉川の川代地区というふうになっています。三種町

全体では、県で設置しているのが４カ所、町単独で設置しているのが６カ所

となっております。 

 次に、三種川以外の河川の管理状況につきましては、三種川以外の河川の

鹿渡川とか鵜川川などの２級河川、そして河川全体で１２河川が県管理とな

っているほか、浅内川や滝ノ沢川などの準用河川１４河川が町での管理とな

っております。 
 次に、２つ目の空き家対策についてでございます。 

 町では、三種町空き家等の適正管理に関する条例により、危険な空き家に

ついて、自治会や住民の情報をもとに所有者に対して指導・助言書を送付

し、危険を未然に防ぐ対策をしております。しかし、議員の質問にある堅固

な建物につきましては、危険な空き家に該当しないため、件数等については

把握してございません。今後は、空き家等対策の推進に関する特別措置法が

施行されたことにより危険な空き家以外の空き家への施策が可能となりまし

たので、今後、必要な体制を整え対応してまいりたいというふうに思ってお

ります。 

 次に、空き家になり管理されていない庭木や樹木につきましては、地域住

民の情報により職員が現場確認の上、土地の所有者に対し文書により処理の

勧告をしております。しかしながら、それ以上のこと、例えば措置命令とい

った手段や持ち主に代わって処理するといったことは、町には法律上の根拠

がなく実施はできませんので、処置されない場合は再度通知するなどの対策

を粘り強くとってまいります。 
 最後に、「ボランティア活動中の事故への対応は」についてお答えしま

す。   
 初めに、日ごろより、多くの町民の皆様から環境美化や見守り隊、そして

イベントのお手伝い等々、たくさんのボランティア活動に取り組んでいただ

いておりますことに対しまして心から感謝申し上げる次第でございます。  

 さて、ご質問のボランテイア活動中に事故などが発生した場合の保険等の

加入状況についてでありますが、一般的なものとしましては、全国社会福祉

協議会の「ボランティア活動保険」があり、町の更正保護女性の会や母子寡

婦福祉会、婦人会、各種ボランティアグループ等２３団体が年間を通した保

険に加入されておりますし、町社会福祉協議会主催の事業ごとに加入するケ

ースもあるようであります。  

 また、公共施設の清掃活動を行うボランティアグループにつきましては、

全国町村会の総合賠償補償保険に加入しており、サンドクラフトや森岳温泉

夏まつりなどイベントのボランティアにつきましては、イベントの状況によ

り異なりますけれども、民間保険会社の普通傷害保険、賠償責任保険、動産
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総合保険に加入しております。 

 これらの保険につきましては、いずれも自身の傷害と相手や物に対する損

害賠償に対応できる保険となっております。 

 一方で、町内６小学校の見守り隊につきましては、現在そういった保険に

は加入しておらない状況であります。見守り隊は１１４名の方が登下校を見

守るなど児童の安全確保のため活発に活動されておられることから、万が一

に備え、来年度からそういった保険に加入するよう手続きを進めてまいりた

いというふうに考えております。 
 なお、ボランティア活動という趣旨からして、町ではその全てをつかみ切

れていない部分もあろうかと思いますので、その点はご理解いただきたいと

いうふうに思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １６番、平賀議員の再質問を許します。１６番。 

１６番 （ 平賀 真 ） 

 それでは、１点目の再質問を行いたいと思います。 
 避難指示の発令、まさに今町長の言葉をかりれば、空振りを恐れないとい

いましょうか、まさに大事なことだと思います。先般、岩手県で台風の被害

で全く避難勧告等が出されていない施設の方々が全員亡くなったという痛ま

しい事件もありましたので。 

 しかしながら、マニュアルに従って出されたのは十分わかっておりますけ

れども、問題は範囲なんです。下岩川全部と順番にいきますと、林崎、大町

という形でしたけれども。いかんせん、防災マップで見ても浸水しないとこ

ろもかなり含まれておりますし、その出し方が、先ほど町長も言ったよう

に、ＮＨＫの放送で全国に出ていたということで、全国から、逆に、知り合

いがいたら安否を気づかう電話とかいろいろなことが来て、それがまた、自

分の家でテレビを見て知った人のほうが早かったようで、防災無線等が聞き

取れなかったり、家に戸別の受信機がうまく作動していなかったり、近所の

呼びかけでわかったとかというものもありますので、この際、一点、確認な

んですけれども、防災無線の場合、消防署から出る、あれはいつも思うんで

すが、圧力が違うのかどうか。こちらは何とか消防署ですということで、き

ょうは防火の日でしたか、あれをやってサイレンを一回鳴らすんですけれど

も、あれは物すごい音量で入るので、そういったものは町として、当然、消

防署から発しているのはわかりますので、町として活用できないものか、も

し担当のほうでおわかりでしたら、お答えいただきたいと思います。 
 では、戻りますけれども、避難指示のところが、同じ林崎、大町、特に林

崎地区というのは、河川寄りぎりぎりのところで二、三軒しかなくて、ほと

んど高台、言ってみれば、水面から一番高い、危険水位から見ても五、六メ

ートルとか、それも全部林崎地区。大町地区も河川から何十メートルも離れ

ているところも大町地区ということで、町民の方々が結構混乱したという話

を後から聞いております。 
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 私が、検証というのは、そのときの対応が間違っていたのではなくて、今

後、どういうふうな形で参考にしていったらいいのかということを、それぞ

れの担当課で把握しているかと思いますので、その意味での、総括・検証と

いうことですので、時系列の説明は十分わかっておりますので。ひとつそう

いったところも踏まえて、今後の対応。あと避難所のほうも、もし仮に避難

指示が出た全所帯、全町民が避難所に一斉に行った場合、果たしてそれが対

応できるような避難所の設定なのか。大体、平成２５年のときの水害も実際

になったのは夜です。夜の遅い時間でしたので、今回もその時間帯でしたの

で、その辺のところも今後の検討課題になると思います。もしくはまた、日

曜日とか、職員がお休みのときとかあるかと思います。そういったところ

も、余り質問がくどいとあれですので、避難指示の発令と避難所の対応を、

もう一度、各担当のほうからお答え願いたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町民生活課長。 

町民生活

課長 
（ 川村義之 ） 
 そうすれば、私のほうからお答えしたいと思います。 

 まず初めに、冒頭、１６番議員の平賀議員が避難された人数がちょっと県

と違うだろうというふうなことでありますけれども、実は、行政報告のとき

は、土砂災害に避難された方が牛沢地区の１０世帯２２名と、それから川の

氾濫に伴うものが４６世帯６９人ということで、まず書いたわけですけれど

も、実際、さっき言ったおり、５６世帯の９１人という、そういう内容のも

のでございます。 

 それから、確かに今回の避難指示とか出した段階で、防災行政無線の放送

の区域についてでございますけれども、確かに下岩川地区については、全地

域を出しました。そのときにおいても、要するに、非常に水位の増水が余り

にも我々が想定するよりもふえまして、すぐに放送とか指示を出さなければ

いけないということで、山本総合支所のほうにも相談しながら、まず全域出

しましょうと。そういうことになって、この後は、再度、もうちょっと検討

したいと思います。 
 森岳地区においても、確かに指定してやるのが大町と、それから林崎でご

ざいます。これについても、林崎については、先ほど議員が言ったとおり、

確かに高台のほうにも相当数の世帯があるわけですけれども、いずれ両方に

聞こえるためには、例えばそういうことも踏まえて放送したものであります

ので、いずれこの後、もう一度、放送の仕方等々、ちょっと検討してまいり

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １６番。 
１６番 （ 平賀 真 ） 

 氾濫水路ということですけれども、県のほうでは、このたびの水害に対し

て、地元市町村と共同で減災対策協議会を立てて、来年の３月までに県で発
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表するというふうな形で新聞報道になっておりました。ということで、これ

までの防災マップを見ますと、三種川、支流の川の氾濫のところが青印が出

ておりますが、こういった町で把握している、言ってみれば終末路が詰まっ

ているとか、そういったところも、やはりゲリラ豪雨で三種川から全部逆流

してくるのであればわかりますけれども、三種町本流ではなくて、支流と、

ゲリラ豪雨ですので、１００メートル範囲で２００メートル範囲で局地的に

降った場合、そこの水路だけがあふれるということも想定されますので、そ

ういった防災マップもきちんと精査して県のほうに報告をして、県の対策協

議会の資料としてきちんとした形で出すべきではないかと思いますし、でき

るならば、町で県の河川関係なく、町でもやはり住民の生命、財産、家屋を

守るのが町の仕事ですので、そういったところも、自治会要望でなくても、

把握しているんですから、被害箇所というものを、それを新年度の予算にど

うか反映してくださるようにお願いしたいと思います。 

 重ねて、土砂災害の危険のほうですけれども、やはり牛沢地区のほうを見

ますと、やはりふだん我々が幾ら通っていても、こういった災害がないと、

裏に、そんなに高い山ではないんですけれども、やはり山の土壌といいまし

ょうか。岩とか、石とかが入って、そういった流れやすい土、そういったも

の、いろいろな分析の仕方があるかと思いますので、実際に住んでいるとこ

ろの町民の方が不安がないように、最終的には、もしかしたら、県と話し合

いで県の事業になるかもしれませんけれども、どうか安心して夜眠れるよう

な対策、町でできる範囲のところをやるべきではないかと思います。 

 そういったもの、新年度の予算も絡みますけれども、やはり建設課、農林

課サイドになりますと、やはり災害指定になれば補助も来るしということ

で、アクションがだんだんハードルが高くなるといいましょうか。できるな

らば、フットワークのいい総合支所のほうに予算配分をして、何か１項目つ

けて、そういったところを人命優先、家屋の倒壊優先ということで動けるよ

うな形で予算化して、町長の指示で、あれを使えというふうな一発で動ける

ような形に今後、新年度の予算組みができれば、町民の方々も安心していけ

ると思います。確かに見舞金もらって安堵している方もいるかもしれません

けれども、今後、まだ先々住み続けますので、そういったところもご検討い

ただければ。 
 順番にいきたいと思いますが、その２点お願いいたします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町民生活課長。 
町民生活

課長 
（ 川村義之 ） 
 私のほうからお答えします。 

 まず、最初の前段のほうで話された、県のほうで見直しするというふうな

お話のことだと思いますけれども、いずれ私も確かに、１週間ぐらい前かと

思いますけれども、県議会の報告の新聞でまず確認しました。その後の、い

ずれこの後は多分報道されたような形で進むかとは思いますけれども、まだ
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正直言って、今の段階では実際どういうふうにやっていこうかということ

も、連絡あれば、指示等も来ておりませんので、いずれその見直しに対して

は積極的に対応してまいりたいと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 建設課長。 

建設課長 （ 高橋善浩 ） 

 土砂災害の未然防止につきましては、こういった対策をとるのは多分県の

ほうの事業でやることになると思います。予算的にもかなりの事業量を要し

ますので、そういうことになるかと思いますので、県と協議しながら進めて

まいりたいというふうに考えております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １６番。 

１６番 （ 平賀 真 ） 

 それぞれハードルがあって難儀かと思いますが、鋭意努力していただけれ

ばと思います。 
 先ほど、町長の判断になるかと思いますけれども、総合支所にフットワー

クがよく、すっと動けるような予算措置のほうは、検討するお考えがあるか

どうかだけ伺いたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 総務課長。 
総務課長 （ 木村信悦 ） 

 私のほうからお答えさせていただきます。 

 ここですぐつけるとは断言はできないわけですけれども、前向きに検討し

てまいりたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 １６番。 

１６番 （ 平賀 真 ） 
 じゃあ、その前向きに期待したいと思います。 

 それでは、雨量計のほうの設置箇所も今思うように、ゲリラ豪雨に対応す

るとなれば少ないと思いますので、どうか、もう少しふやすように県のほう

に要望とかやっていただければと思います。 
 三種川以外の河川の管理のほう、県の管理も多々あるようでございますの

で、どうか、災害のときにだけそういった河川の存在がクローズアップされ

ますけれども、やはりふだんからの河川の管理状況も逐次県のほうに報告し

て、担当と連絡を、三種川以外の河川についても管理状況のほうを徹底して

県のほうにご報告いただければ幸いだと思います。よろしくお願いいたした

いと思います。 
 それでは、２点目のほうに参ります。 

 ２点目の空き家の管理状況でございますけれども、やはり隣の家が空き家

になって久しく、なおかつ、ここ十何年も家屋の所有者が見にも来ないとい
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うことで、やはり近隣の方々が、言ってみれば、ボランティアでそこの庭草

をある程度刈ってみたり、やはり隣接していると、落雪で危険なところにな

ったり、いろいろな形で被害をこうむってそれなりに対応しているので、恐

らく町としては表立っては出せないと思うんですけれども、そういったとこ

ろも、公園の管理では、自治会で管理しているところは町の自治会活動費の

中に公園管理費が含まれて補助を出しているようですけれども、もしくは、

今後の検討として、こういった空き家のほうの一定の管理というか、大変な

んですけれども、常識的な範囲で、道路に出たりだとか、隣の家にかぶった

りだとかをそういうものを切るような、もし、町の名でできないのであれ

ば、地区に委託をするような形でやるというような方法も一助かとは思いま

すけれども、その辺のところは、先ほどの答弁ですと、個人の財産でできな

いというのは十分わかりますけれども、やはりそれに対していろいろな被害

やら弊害があった場合、柔軟な対応ができないものか、お伺いします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町民生活課長。 
町民生活

課長 

（ 川村義之 ） 

 そうすれば、私のほからお答えいたします。 
 いずれ、先ほど議員が言ったとおり、正直言って、例えば空き家で、道路

に枝が出ているとか、あるいはもう一つは、家の庭木が伸び過ぎてかなり危

険な状態とかというふうな、そういった状況が実はことし２件ほど確かにあ

りました、住民からの情報ということで。町民生活課の対応としては、まず

職員が現地に行きましてその状態を確認した上で、所有者が誰なのかという

ようなことでちょっと調査をいたしまして、もし所有者がわかれば、当然、

町のほうから、写真をつけて、実際こういうふうになっているので、何とか

対応してもらえないかと、そういった文書をまず出すわけです。所有者がわ

からないとか、どこにいるのかというような場合もございます。そういう場

合については、自治会長さんとか、あるいは近隣に聞きまして、もし、集落

の中に親戚とか何か誰かいないかというような、そういったことも聞きなが

ら、もし親戚等がいれば何とか、もしくは連絡先がわかれば、そういったこ

とでも連絡してもらいながら、今までの対応は、そのような形でしておりま

す。 
 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １６番。 
１６番 （ 平賀 真 ）  

 地域との連絡を密にしながら対応していただければと思います。 

 それでは、３点目のボランティア活動中の保険の件でございますけれど

も、震災等のボランティアの場合は、よく昔から、ボランティア、本来はけ

がと弁当は自分持ちという時代もあったようでございます。そういう意気込

みで、報酬を求めるものではなく、自分のことは自分で守りながら、奉仕活
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動をしてもらいたいというのが多数でしたが、今、時代移り変わりまして、

幾らボランティア活動といっても、相手に対して損害を与えた場合、善意で

やったことが事故につながった場合、いろいろなことが想定されますので、

ましてや取り返しのつかない事故が発生した場合のときのことを考えて、そ

れぞれの保険を、見守り隊のほうは新年度から入られるようでございますの

で、任意団体でやっていても、公の形でボランティアに携わっている方々の

ことを、それぞれ、当然教育委員会のほうもあるでしょうし、福祉関係もあ

ると思いますが、どうかそういったものを網羅して、ボランティアをして、

けがして痛い思いをしたほかに、言ってみれば、医療費等の負担も個人に係

るということは大変厳しいことだと思いますので、その辺のご配慮もよろし

くお願いいたしたいと思います。 

 それでは以上で終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １６番、平賀 真議員の一般質問を終わります。 

 次に、１１番、成田光一議員。１１番。 
１１番 （ 成田光一 ） 

 それでは、私のほうから大きく２点ほど質問をさせていただきます。 
 初めに、平成２９年度当初予算編成方針の作成に当たりまして、既存事業

の見直しによる選択と集中やめり張りのある予算編成を行う必要があるとし

ております。その中で、重点事業の一つとして、住民生活環境施設の整備

「自治会要望等への集中対応等」とあります。 

 ここで質問です。 

 これまでは自治会からの要望は、どのような考えのもとで、どのような対

応をしてきたのでしょうか。そして、この「自治会要望等への集中対応等」

とはどのようなことなのか、考えをお聞かせください。 
 同じく、当初予算編成方針の重点事業に雇用対策推進事業「雇用につなが

る地域経済の活性化支援等」とあります。具体的にはどのようなことを考え

ているのか、お聞かせください。 

 大きく２つ目の質問です。 
 最近、テレビニュース・新聞紙上などで高齢者による自動車運転事故の記

事を見ない日はありません。これは、被害者はもちろんのこと、加害者にと

っても大変なつらいことであります。まして、取り返しのつかない事実をつ

くってしまうことであります。事故の原因は一概には言えないとは思います

が、これまでとは何かが違ってきているのではないかと私は感じておりま

す。移動手段としての自家用車は必要不可欠なものです。自主的な運転免許

証の返納が取り沙汰されたりもしておりますけれども、三種町の状況はどう

なのでしょうか。自主返納支援サービスを自治体独自にできることは何かな

いのでしょうか。この現状について、町当局はどのように考えを持っている

のか、お聞かせください。 
 以上で壇上からの質問を終わります。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番、成田光一議員の壇上での質問が終わりました。 
 成田議員の質問に対し当局より答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 三浦正隆 ） 
 １１番、成田光一議員のご質問にお答えします。 
 まず初めに、これまでの自治会からの要望に対しての対応についてお答え

します。 
 合併当初は、厳しい財政状況の中で効果的な対応を図る観点から、自治会

で決議をされた要望を一斉に提出してもらっておりましたが、その結果、比

較的軽微な要望も、それから莫大な費用のかかる要望も一緒に提出されてお

りました。この要望がある程度出そろった段階で仕分けをし、類似要望を取

りまとめるなどの作業を経て、その内容を吟味し、予算化し、実施すること

としていたため、回答までにはかなりの時間を要しておりました。 

 近年は自治会長会議を旧小学校区単位で開催するようになり、また、財政

状況も若干よくなってきたこともあり、自治会要望に対する町の対応も変え

てきております。まず、自治会要望の９割以上が建設課所管にかかわる道路

改良、そしてまた側溝整備に対する要望のため、年間８，０００万円の町単

独予算を設けておりまして、実施に当たっては、現地を確認した上で利用度

合いや緊急性などを考慮し優先順位をつけ改修等の対応をしております。ま

た、今年度では２０カ所ほどの改修等を行っております。 
 また、各課にまたがるような要望につきましては、企画政策課が中心とな

りまして調整を図って回答しております。回答に際しては、迅速、丁寧を心

がけており、できるとすればいつごろまでに、というように具体的な対応に

心がけておりますが、要望内容によっては必ずしもそのように答えることが

できない場合もありますので、ご理解をいただきたいというふうに思ってい

ます。 

 次に、当初予算編成方針の平成２９年度重点事業、雇用対策推進事業の

「雇用につながる地域経済の活性化支援等」の具体的な考え方については、

事業検証や町内外の雇用環境を考慮し新年度事業を検討しております。 
 能代山本管内の雇用環境は、ハローワーク能代発表の有効求人倍率で、４

月の１.０２倍から直近の１０月発表では１.３７倍と改善してきておりま

す。全国平均１．４０倍よりは低いものの、秋田県平均の１．１９よりは高

い水準で推移していますが、パート雇用も入れた計算となっております。 

 １１月２８日から実施した町内企業訪問では、企業側で求人を出しても人

が来ないとか、すぐ仕事を辞める、また、雇用者の高齢化など、雇用状況が

厳しいという情報が１５社中１１社ありました。 

 県では、若者の３年後の離職率が、大学卒で３３．１％、高校卒で４２．

７％と、毎年高い水準で推移しているため、防止対策として秋田県若者職場

定着連絡会を設置し、若者の職場離職対策を実施しています。 
 こうした状況を踏まえ、現下の雇用課題は、求人があっても希望職種が無
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いという「雇用のミスマッチ」が大きいと考えていますので、情報収集等も

含め、これを検討してまいりたいというふうに考えています。 
 新年度の事業は、直接的な支援事業として、資格取得支援事業と地域雇用

創出推進事業の継続、間接的な支援事業としては、中小企業の融資あっせん

事業、スポーツ文化合宿等誘致推進事業、企業訪問、企業懇談会、地方創生

推進交付金事業等によるじゅんさいと観光振興事業、それからＣＣＳプラン

ト誘致協議会等企業誘致事業の継続を検討しておりますが、引き続き情報収

集等を行い有効な施策の立案に努めてまいりたいというふうに思っておりま

す。 

 続いて、高齢者の運転事故対策についてでございます。 
 成田議員もご承知と思いますが、三種町管内で発生した高齢者による交通

死亡事故は、去る４月２７日に鵜川地区の県道におきまして３トントラック

と軽トラックの正面衝突により死亡事故が発生し、軽トラックを運転してい

た高齢者の男性の方が死亡。そして、５月２日には鹿渡地区の町道で高齢者

が運転する乗用車が歩行者をはねる重大事故が発生しております。 
 それを受けて、５月６日には、能代警察署で交通死亡事故抑止緊急対策会

議が開催され、各市町村及び各種団体等が交通死亡事故抑止対策を講ずる事

になりました。 

 町の対応としましては、防災行政無線を活用した注意喚起の放送やのぼり

旗の設置、役場等に来庁された方々へのチラシ配布などを実施しておりま

す。 

 また、三種町交通指導隊においては、国道７号線における交通死亡事故抑

止活動を６月から１２月までの期間、毎月第１水曜日に午前７時から午前８

時３０分まで、指定場所において交通指導車による運転者に注意を喚起する

活動を独自に展開しております。また、町としましても、今後も引き続き、

交通死亡事故抑制対策に対し継続した取り組みを続けたいと考えておりま

す。 
 次に、三種町の高齢者の自主的な運転免許証の返納についてですが、能代

警察署に確認しましたところ、平成２８年１月から１１月までの間におきま

して、能代警察署管内では１７２名が返納しております。その内、三種町の

方は４４名とのことでした。 
 自主返納支援サービスについてですが、現在、県警では、高齢運転者によ

る交通事故を抑止するため、心身機能低下などにより、自らの安全と道路交

通に与える影響を考慮し、保有する運転免許を返納して「運転経歴証明書」

を取得した６５歳以上の高齢者が買い物や通院などで外出しやすい生活環境

をつくるための「運転免許返納高齢者割引制度」を設けております。 

 この割引制度は、最寄りの警察署に運転免許証を返納したときに申請すれ

ば運転履歴証明書が交付され、秋田県ハイヤー協会に加入している県内の全

タクシーで乗車運賃の１０％が割引になり、また、秋北バスでもバス回数券

の割引、これは回数券１，２００円を１，０００円で購入できるという内容
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でございますけれども、これを実施しております。利用期間は、交付を受け

てから生涯にわたり利用できる制度となっております。 
 しかし、市町村単独で独自のサービスを実施しているのは、大仙市、湯沢

市、にかほ市の３市にとどまっておりまして、町独自の支援サービスについ

ては、他市町村の状況等も考慮しながら検討をする必要があると考えおりま

す。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 当局の答弁が終わりました。 
 １１番、成田議員の再質問を許します。１１番。 

１１番 （ 成田光一 ） 
 それでは、順番に再質問をさせてもらいます。 

 今、自治会要望等のことについて、ちょっと決まった上での質問になりま

すけれども、今の答弁の中で、その９０％以上が建設課が主流になっている

んだということのようでありまして、その予算としては年間約８，０００万

ほどの額を置いているんだという数字がありました。これは、今までずっと

過去何年間も同じ数字で、この８，０００万円でやってきたんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 建設課長。 

建設課長 （ 高橋善浩 ） 

 これまでも同じような要求をして、ついている状況であります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 

１１番 （ 成田光一 ） 
 そうすると、平成２９年度はどのような対応をする予定ですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 建設課長。 

建設課長 （ 高橋善浩 ） 
 要求につきましては、これまで以上に要求してまいるつもりでありますけ

れども、交渉の結果、どうなるかはまだ未定であります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 
町  長 （ 三浦正隆 ） 

 私は、本当は８，０００万じゃなくて１億２，０００万ぐらいだと思って

いましたけれども、数年前まではずっと１億２，０００万円できていたつも

りだったんですが、去年度８，０００万、来年度は１億２，０００万ぐらい

許したいなというふうに思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 １１番。 

１１番 （ 成田光一 ） 
 １億２，０００万という根拠もどこから来るのかなというふうになるわけ
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なんですけれども、要は、当初予算の考え方ということで私質問していまし

て、こういった数字が、どこから出るのか。大枠でこれまでの実績というふ

うな形になるんでしょうけれども、少なくとも、今年度よりは４，０００万

ふやしてもいいよという予算を置くつもりのようです。ということは、自治

会要望という観点から、これまでできなかったものに関しては、ちょっと難

しいなと思うものに関しては、その都度、自治会に年に何回か回答をしてい

るんですよね。ちょっとその辺、お願いします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 
（ 相原信孝 ） 
 企画政策課が自治会担当を受け持っております。自治会要望につきまして

は、時間を置かず、できるだけ速やかに回答するようにしております。先ほ

ど町長も申し上げたとおり、できないものはできない、できるものはいつご

ろまでにというような形で回答するようにしております。ただ、さまざまな

観点からちょっとこれは難しいのではないかというものは、それなりの報告

をして少し時間をいただくというような形をとってございます。 

 以上です。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 

１１番 （ 成田光一 ） 
 そこでなんですけれども、できるものは当然やっていただいているような

んですが、今、難しいものはちょっとやらないという回答をしているという

ことなんですけれども、これからはそういったもの何とかしてやっていこう

という考え方なんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 企画政策課長。 

企画政策

課長 
（ 相原信孝 ） 
 基本的には、当然、費用対効果、あるいは利用率、危険度、そういうもの

も勘案いたしまして、できるだけ速やかに、ある予算を有効に使いたいとい

うような考えで対応してまいりたいと思います。 

 以上です。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 

１１番 （ 成田光一 ） 
 当然、私、北羽新報の記事がそういうふうになっているものですから、そ

れ見て私ちょっとこの質問をつくったつもりなんですが、これは町民の方も

見ていますので、何か、ことしから、じゃあ、平成２９年度から自治会の要

望、今までよりはちょっと聞いてくれるのかなというふうに思っているんじ

ゃないかと思うんです。私自身そう思ったものですから、今その質問させて

もらっています。 
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 そういったことをやっぱり踏まえて、今、新年度、まだまだ先の話ですの

で、その間にこれから考えるでしょうけれども、ぜひ、自治会のほうに回答

を、もしできるものなら、今度、今までとは違う振り分けをして考えていく

んでしょうから、ぜひその辺、早いうちに自治会等に説明できる機会があっ

たらお願いしたいものだなというふうに思います。 
 正直、私も議員をやる前まで自治会の役員をやっていましたけれども、結

構、回答ばかりでやってもらったのでなかったようなイメージしかないんで

すね。そちらのほうが多いんじゃないかなというふうに思います。毎年、回

答が同じものの回答もやっぱり上がってきて、結局、何もやれないでいると

いうのが、どうもそういうイメージがありますので、ぜひ、町のほうとし

て、今年度からは、予算編成、こういうふうに考えているんだよというもの

を年頭の広報だよりにでもできるものなら出したほうがいいんじゃないかな

というふうな、ちょっとお願いでございます。 

 そして、次ですけれども、２つ目の部分での雇用の問題、これも同じ予算

の中での話なんですけれども、私も昨年、一般質問の中で、雇用について質

問させてもらっています。そういったときに、異業種交流会をぜひ初の試み

としてやってみたいというふうなことで、たしか１回やったというふうに私

広報で確認しているんですけれども、ちょっとそのことについて、どういう

ふうになったのか、どんな話があったのか、お聞かせください。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 伊藤祐光 ） 

 お答えします。 
 今年度については、当初２回やる予定であったんですけれども、やはり同

じことを２回やってもなかなか企業が集まりにくいのではないかということ

で、２月の上旬をめどにやる予定でいます。何か、名前も異業種交流という

よりは、町内の企業懇談会というような名前に変えてやろうというふうに思

っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 １１番。 

１１番 （ 成田光一 ） 
 その１回目をやったときの会議というのは、成果、あったんでしょうか。

名前を変えるということはどうなんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 伊藤祐光 ） 

 お答えします。 
 昨年の２月ころにやったんですけれども、ゆめろんのほうでやりまして、

業種の人方も、ちょっと手元に資料がないんですが、思い出しながら話す

と、２０社ぐらいは来ていたのかなというふうに思います。おのおの各企業
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から課題などを発表といいますか、話ししてもらいまして、結構ためになっ

たという話は聞いております。ただ、同じようなテーマで何回もやるという

のはどうかなという話もありましたので、まず、今年度は１回に絞ってテー

マを決めてやりたいなというふうに思っております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 

１１番 （ 成田光一 ） 
 余り成果なかったのかなというふうに受けたんですけれども、せっかく、

どうせやるのでしたら、やっぱり名前を変えるということはやり方を変える

ということでしょうから、まだ、ちょっとその辺頑張ってもらいたいんです

が。 

 先ほど、町長の答弁の中でも、ミスマッチ、求人はあるんだけれども、働

く人が来ない。働いてもらってもすぐやめていく。そういう現状が三種町に

はあるんだということをさっき言っておりました。これは三種町に限ったこ

とじゃないのかもしれませんけれども、どうしても三種町の場合産業は農

業、あとは建設業であったり、最近は介護施設とかが多く出てきているわけ

なんですけれども。そういった建設業とか介護施設関係がどうもやっぱり敬

遠されているのかなというふうな、私個人の感覚なんですけれども、多分、

その辺のところがやめていくところの主流なのかなというふうに思っていま

す。 
 昔は、どちらも３Ｋとか、４Ｋとか、５Ｋとかと言われた業種なんです

が、決してそうではないと思うんですね。会社のもちろんやる気というか、

状況、環境を整えていけば、それなりに頑張ってくれる人はいると思うんで

す。その辺を会社も、正直言って、今まで企業として一生懸命やっているつ

もりなんでしょうけれども、それでもやっぱり辞めていく人がいる、敬遠さ

れるというのが現状であるとするならば、やっぱりそういった企業に、勉強

会、どうやったら、じゃあ、企業としてのイメージアップになるのかという

ものを勉強してもらうような場を提供するのも、ひとつ自治体としての役目

なのかなというふうに私思います。その辺、いかがでしょうか。 
 講演会をやるとか、どこかそういった専門家を呼んできて、企業というの

はこういうふうにやればイメージアップするんだよと。こういうところで

は、企業、こういうふうにうまくいっているよというものがあったら、紹介

できる、そういった講師を招いてまた勉強会を開くというのも方法なのかな

と思いますけれども、どうでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 
（ 伊藤祐光 ） 
 お答えします。 

 雇用のミスマッチで、今議員のおっしゃるとおり、何か対策をしなくては

いけないというふうに考えております。今、企業懇談会については、商工会
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のほうと担当が話し合いながら企画を練っておりますが、今の議員さんのお

っしゃいました雇用のミスマッチについても、テーマの一つに入れてもらっ

てやってもらえないかという話で今、話し合い、企画の相談をしております

ので、そういう方向になると思っております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 

１１番 （ 成田光一 ） 
 ぜひ、そういったことを考えて実現してもらいたいと思います。 
 今の２つの中身で当初予算のことを質問させてもらいましたけれども、ど

うなんでしょうか。めり張りのある内容、削るものは削る、新規に設けるも

のは設ける、そんなことを新聞には書いています。実際のところ、何がそう

なのか、よくわからないのかな。まだこれからなんでしょけれども、その辺

のことを、町長、どうでしょうか、大枠の考え方で、こういったこと、雇用

に関しては力を入れるとか、自治会要望に対してもっと力を入れるとか、今

までやっていたものに対してはちょっと考え中だかというものがあったら、

ちょっと教えてください。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 町長。 

町  長 （ 三浦正隆 ） 

 今、実は盛んに編成している作業中でございまして、まだまとまったもの

を外部に発表できるような段階ではありませんけれども、ただ、私自分の中

で考えているのは、やっぱり住民の皆さんの安心・安全の確保ということ

で、災害に強いまちづくりということを第一番に考えております。そういう

意味では、三種川の河川改修のことも、これは県の事業でありますけれど

も、それに関連して、避難所だとかそういうものの整備だとか、それから防

災無線を早目に完成させるだとか、そういうものをやっぱり念頭に置いてお

ります。それと、自治会対応もそうですし、それから今言った雇用の関係な

んかも、引き続き予算を最低でも従来並みには確保しながら予算編成をして

いきたいといふうに思っています。それともう一つは、やっぱり教育だろう

というふうに思っています。人材の育成というのは将来の未来への投資だろ

うというふうに思いますので、こちらの辺も重点的に配分してまいりたいと

いうふうに考えています。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 
１１番 （ 成田光一 ） 

 ぜひ、めり張りのあるところでお願いしたいと思います。 

 一つだけ、ちょっと質問し忘れていました。新元気づくり支援事業、これ

３年やって、また２年、新規だから、新なんでしょうけれども、これをやっ

ています。平成２９年度はどうなんでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 企画政策課長。 

企画政策

課長 
（ 相原信孝 ） 
 本来であれば、元気づくり事業は３年という期限つきで実施する事業でご

ざいました。余りにも地域の団体、自治会等からの要望もありまして、もう

３年、新しく新という名前をつけて、内容も変えましてやることにしており

ます。したがいまして、来年度で一応の一区切りというように考えてござい

ます。 
 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 
１１番 （ 成田光一 ） 

 こう言っては失礼かもしれませんけれども、めり張りのある事業として、

同じことを３年間続けるというのはどうなのかなというふうな、正直、思っ

ております。やっぱり必要だからやるし、人気があるからやる立場はわかる

んですけれども、もうちょっと、やっぱり２年間、新になってからの２年間

を見ていますと、もうちょっと査定などやっぱり厳しくして、本当に、せっ

かく出す予算ですから、頑張ってもらえるような、効果あるような、３年過

ぎたら半分も事業をやっていなくなったというのでは大変な話ですので、ぜ

ひ、引き続き３年後もやってもらえるような、残り１年間でそういったこと

を十分に肝に銘じながら、ぜひ、やっていただきたいというふうに思いま

す。有効活用していただきたいと思いますので、どうかその辺よろしくお願

いします。 

 次に、質問変わります。 
 高齢者の自動車運転事故の対策についてということでございまして、これ

もテレビ・新聞等では頻繁に出ますが、まだまだやっぱり地方においては認

識が不足しているというか、私自身もそうなんですけれども、まだまだ我が

身のことじゃないというふうに思っているかと思います。 
 ちょっと制度について言いますけれども、これは７５歳以上、３年に一度

の免許更新時に認知機能検査が義務づけられております。これは平成２１年

の道路交通法改正でやっているんですけれども、この時点では、認知症のお

それがあるというふうに認められても、そのまま免許は更新されておりま

す。取り上げられるとか、停止になるとかというのは、現在ではまだないん

ですね。ただ、平成２７年に改正がされていまして、認知症のおそれのある

場合は、認知症のおそれがあるというふうに認定された場合は、医師に診断

の義務が今度課せられるわけなんですね。結果として、認知症と診断されれ

ば、免許の停止とか取り消しとかになる場合があるということなんです。こ

の場合があるというのも、何か違反したり、事故った場合に、認知症であっ

て、医師の診断があった場合は免許の停止、取り上げられるというふうに。

これは平成２９年３月からですから、来年の３月からそうなるんですね。今

までは自主返納で、何ぼ事故を起こしても、何をやっても、違反しても、自
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主返納ですので、本人が返す気がなければ返さなくてもよかったんですけれ

ども、今度、来年の３月からは変わるんですね。認知症と診断されると事故

を起こした場合、違反した場合に、それが停止になったり、取り消しになっ

たりする制度になるんです。そういった人が、今後やっぱりふえてくること

は確実です。やっぱり、生活の足ですので、こういう地方の場合は、特に、

車、運転免許は必要ですけれども、取り上げられるとやっぱりどうしようも

ありません。そこで、やっぱり自治体が何とか手助けしていく方法が必要に

なるのかなというふうなものが、ちょっと私の考えなんです。 
 今までは、警察管轄で、こういうものをやっているよという紹介だけでよ

かったんでしょうけれども、県内でもやっている市町村があるとすれば、や

っぱりそういう支援事業、自治体でもやることをこれからは考えなければな

らないんじゃないかなと、私は思います。 

 町長、どうでしょうか。  

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 
町  長 （ 三浦正隆 ） 

 先ほど、壇上でもお話ししましたけれども、大仙市では、循環バス、市の

循環バスだそうですけれども、提示をすると５０％割引。それから、湯沢市

では、乗合タクシー５０％オフというものもあるそうです。５０％割引と。

にかほ市さんでは、バスは中央交通と羽後交通、２０％割引ということで、

市独自のやっぱり制度を設けるところもあるようでありまして、本町も公共

交通が非常に脆弱なわけでありますけれども、こういうふうにして、やっぱ

り返納された方々の、その後、通院とか、買い物とか、場所の不便を来さな

いように、何らかの対策、支援サービスをしなければならないなというふう

に考えております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 
１１番 （ 成田光一 ） 

 制度はどんどん変わってきていますので、ぜひ自治体として、今後はやっ

ぱり考えていくべきなのかなと思いますので、ひとつよろしくお願いしたい

と思います。 
 ちなみに、運転免許自主返納、高齢者支援サービス、これを、じゃあ、こ

の町で、どこで何をやっているのかというものをちょっと調べてみました

ら、先ほどの秋北バスとか、タクシーとか出ていましたけれども、ちょっと

これもデータ古いんでしょうけれども、ゆめろんで、３００円が１００円割

引、３００円と書いてあるんですね、今４００円になっていますので。あと

もう一つは、森岳温泉ホテルも４００円が１００円割引というものが警察の

データを調べたら出てきました。それだけが三種町で今サービスとして自治

体関係なくやっているところであります。 
 ほかの町村を見ますと、やっぱりお買い物の割引券とか、タクシー券、バ
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ス券とか、いろいろいっぱいありますので、ぜひ、今後、こういったものを

ちょっと勉強してもらって、来年３月からは確実に免許を取り上げられる高

齢者の方がふえてきますので、ぜひ、その辺、対応をできるようにお願いし

たいというふうに思います。 
 町長、どうでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

町長。 
町  長 （ 三浦正隆 ） 

 前向きに検討したいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 １１番。 

１１番 （ 成田光一 ） 

 これで終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番、成田光一議員の一般質問を終わります。 
 本日はこれをもって会議を閉じます。散会いたします。 
 

  

 

                         午後 ３時１７分  散 会 


